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文 教 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成１７年１１月１５日（火）午前１０時１分　開会

　　　　　　　　　　　　　　午後　５時　　　散会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長� 石橋徳治 � 副委員長� 渡辺慎吾 � 委　　員� 山崎雅数

委　　員� 川口純子 � 委　　員� 川端福江 � 委　　員� 森内一蔵

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正� 教育長　和島　剛

教育総務部長　羽原　修� 同部理事　福元　実�

同部次長兼総務課長　馬場　博　　　　　同部参事兼学校教育課長　大路　守

同部参事兼教育研究所長　石田ふみえ　　学校教育課参事　前馬晋策

同課指導主事　宮地　仁� 同課指導主事　奥田不二夫� 学務課長　田橋正一　

人権教育室長　西村友司

生涯学習部長　奥田秋広� 同部参事兼市民図書館長　山下忠男

生涯学習課長　木下好宏� 同課参事　田川昭義

１．出席した議会事務局職員

事務局長　岸本文夫� 同局主幹　日垣智之�

１．審査案件

認定第１号　平成１６年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分
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（午後１０時１分　開会）

○石橋委員長　ただいまから、文教常任

委員協議会を開会いたします。

　理事者から、あいさつをお受けいたし

ます。森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　時節柄、ご多々の折、本日は文教常任

委員会をおもちいただきまして、大変あ

りがとうございます。

　本日は、平成１６年度の摂津市一般会

計歳入歳出決算認定の件についてご審査

をいただくわけでございますが、どうか

慎重審議のうえ、ご認定賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。

　開会に当たり、ごあいさつとさせてい

ただきます。

　私、退席をいたしますけれども、在庁

いたしておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○石橋委員長　あいさつが終わりました。

　本日の協議記録署名委員は、山崎委員

を指名します。

　暫時休憩いたします。

（午前１０時２分　休憩）

（午前１０時３分　再開）

○石橋委員長　再開いたします。

　認定第１号所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　羽原教育総務部長。

○羽原教育総務部長　それでは、平成１

６年度摂津市一般会計歳入歳出決算のう

ち、教育総務部が所管いたしております

事項につきまして、補足説明を申し上げ

ます。

　まず、歳入でございますが、決算書を

ごらんいただきたいと思います。

　３６ページの款１３、使用料及び手数

料、項１、使用料、目６、教育使用料は、

学校・幼稚園の敷地内にある電柱等用地

使用料と幼稚園の入園金及び授業料によ

る収入でございます。

　続いて、３８ページから４０ページに

わたります項２、手数料、目６、教育手

数料は、摂津小学校及び第四中学校の隣

接地との境界明示手数料でございます。

　続いて、４２ページ、款１４、国庫支

出金、項２、国庫補助金、目５、教育費

国庫補助金の主なものといたしましては、

小学生及び中学生に対する要保護及び準

要保護児童生徒の就学援助費補助金、摂

津小学校のトイレ改修に係る大規模改造

工事補助金及び耐震補強工事に対する補

助金、幼稚園の就園にかかわる保護者負

担の軽減を図る国の補助金などでござい

ます。

　続いて、５０ページ、款１５、府支出

金、項２、府補助金、目８、教育費府補

助金につきましては、教員研修事業費等

補助金、まなびングサポート事業補助金、

５３ページに移りまして、わくわくスター

ト事業補助金、総合的教育力活用化事業

補助金、緊急地域雇用創出特別基金事業

を活用し、スクールサポーターを派遣し

た生徒指導サポート推進事業費補助金な

どでございます。

　続いて、同５２ページから５４ページ

にわたりまして、項３、委託金、目４、

教育費委託金につきましては、適応指導

総合調査研究に係る委託金、学校支援社

会人等指導者活用事業に係る委託金、家

庭の教育機能総合支援モデル拡充事業に

係る委託金でございます。

　次に、５６ページから５８ページにわ

たる款１９、諸収入、項３、貸付金元利

収入、目１、奨学資金貸付金元金収入に

つきましては、奨学資金の貸付金の償還

金でございます。

　次に、６８ページ。項４、雑入、目１、

雑入、節１、雑収入のうち、主なものと

いたしましては、第三中学校のプール改
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修に伴う清掃時の水入れかえ弁済金、第

四中学校のトイレ改修に伴う追加工事の

負担金、全国市長会学校災害補償保険金、

日本スポーツ振興センター掛金、学校給

食費負担金等でございます。

　次に、歳出につきましてご説明を申し

上げます。

　２０８ページ、款９、教育費、項１、

教育総務費、目１、教育委員会費につき

ましては、教育委員にかかわるもので、

教育委員の報酬がその主なものでござい

ます。

　２１０ページ、目２、事務局費につき

ましては、教育委員会事務局の運営全般

にかかわります経費で、主なものといた

しましては、事務局職員の人件費や交通

専従員、障害児介助員の賃金、続く２１

２ページからは、臨時の校園務員賃金と、

節８、報償費といたしまして、新１年生

の入学祝い品のランドセル代でございま

す。

　また、節１１、需用費、消耗品の主な

内容は、小学校受付員配置に伴う安全対

策の物品、食中毒予防関係用品や教職員

等に貸与する被服等でございまして、特

に平成１６年度より安全対策事業といた

しまして、児童に貸与する防犯ブザーの

購入をいたしております。

　節１３、委託料の主な内容は、シルバー

人材センターに一部委託しております交

通専従員の経費、各学校等教育施設の文

書集配に係る業務や、平成１６年度から

各小学校に配置いたしました学校安全管

理の受付員業務などの経費でございます。

　次に、節１５、工事請負費は、小学校

校門脇に設置いたしました受付室の設置

工事費でございます。

　続いて、２１４ページ、節２１、貸付

金は、経済的理由により高校就学が困難

な生徒への奨学資金貸付金でございます。

　節２３、償還金利子及び割引料は、み

やけ幼稚園の閉園に伴う国庫返還金でご

ざいます。

　次に、目３、教育研究所費につきまし

ては、教育研究所の運営にかかわります

経費で、主なものといたしましては、適

応指導及び教育相談に携わります教育指

導嘱託員に係る経費、教職員の研修等の

経費や、学校図書館の蔵書管理を電算化

した経費、また学校教育情報化ポータル

サイト構築に要した経費でございます。

　２１６ページの教育研究会補助金は、

連合水泳大会や連合音楽大会等の活動に

要した経費でございます。

　同ページの目４、教育指導費の主なも

のといたしましては、子育ての悩みや不

安を抱く家庭を支援し、子どもの学校生

活を充実させる家庭の教育機能支援モデ

ル拡充事業の経費、小・中学校に英語指

導助手などを派遣する国際理解教育推進

事業に係る経費や管理職研修及び教職員

研修の経費、学校体育振興事業の経費、

児童・生徒用副読本や教師用教科書及び

指導書の購入費、特色ある学校づくり推

進のための補助金、教育課程研究開発委

嘱校への補助金などに要した経費でござ

います。

　続いて、２１８ページ、目５、生徒指

導対策費の主なものといたしましては、

緊急地域雇用創出特別基金を活用したス

クールサポーターの派遣などに要した経

費でございます。

　同ページ、目６、教育推進費の主なも

のといたしましては、中国帰国子女等へ

の日本語指導や学校週５日制に伴う指導

員の配置などに要した経費でございます。

　同ページ、目７、人権教育指導費の主

なものといたしましては、人権教育につ

いての管理職研修、教職員研修などに要

する経費や、摂津市人権教育研究会に対
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し交付した補助金でございます。

　同ページから２２２ページにわたりま

す項２、小学校費、目１、学校管理費に

つきましては、市内１２小学校の管理運

営に係る給食調理員、校務員の人件費、

施設整備維持補修管理及び消耗品、備品

等の購入などに要した経費でございます。

　人件費を除く主なものといたしまして

は、教科用や通常の学校管理に必要とな

る管理用消耗品、施設維持管理のための

光熱水費や修繕料、その他施設の維持管

理に必要な法定点検等の委託料、休日や

時間外の学校管理委託料、電話等の通信

運搬費、小学校コンピューター授業に係

る経費、学校用地の借地料のほか、２２

２ページ、節１５の工事請負費は、摂津

小学校のトイレ改修工事と２号館の一部

耐震補強工事でございます。

　また、節１８、備品購入費は、新ＪＩ

Ｓ規格の机、いすの購入を含む管理及び

教育用備品、図書の購入などに要した経

費が主なものでございます。

　目２、教育振興費の主なものといたし

ましては、卒業記念品の購入、理科教育

等の備品購入費、修学旅行費補助、要保

護及び準要保護児童等に対する扶助など

に要した経費でございます。

　同ページ、目３、保健衛生費の主なも

のといたしましては、小学校に係ります

学校医、学校歯科医、薬剤師の報酬、児

童及び教職員に対する各種健康診断等の

経費、プール水質管理の経費をはじめと

する環境測定の経費、学校医薬品、また

校内及び学校行事等の事故に備える保険、

要保護及び準要保護児童に対する医療費

扶助などに要した経費でございます。

　２２４ページ、目４、学校給食費の主

なものといたしましては、臨時給食調理

員のパート賃金、各校給食室の一部改修

費、給食に係る材料費、衛生管理の委託

料、また準要保護児童に対する給食費扶

助などに要した経費でございます。

　同ページ、目５、養護学級費は、各小

学校の養護学級運営に要した物品や備品

の経費でございます。

　同ページ、目６、建設事業費は、摂津

小学校の耐震補強実施設計変更委託料と

工事監理委託料並びに耐震工事の経費で

ございますが、その全額を平成１７年度

に明許繰越をいたしております。

　続いて、２２６ページから２２８ペー

ジにわたります項３、中学校費、目１、

学校管理費につきましては、市内５中学

校の管理運営に係る校務員の人件費、施

設設備維持管理費及び消耗品、備品等の

購入などに要した経費でございます。

　人件費を除く主なものといたしまして

は、小学校と同様に教科用や通常の学校

管理に必要となる管理用消耗品、施設維

持管理のための光熱水費や修繕料、また

施設の維持管理に必要な法定点検等の委

託料、休日や時間外の学校管理委託料、

電話等の通信運搬費、中学校コンピュー

ター授業に係る経費のほか、２２８ペー

ジ、節１５の工事請負費は、第四中学校

のトイレ改修工事でございます。

　また、節１８、備品購入費は、新ＪＩ

Ｓ規格の机、いすの購入を含む管理及び

教科用備品、図書の購入などに要した経

費が主なものでございます。

　目２、教育振興費の主なものといたし

ましては、卒業記念品の購入、理科教育

等の備品購入費、修学旅行費補助、要保

護及び準要保護生徒に対する扶助などに

要した経費でございます。

　２３０ページ、目３、保健衛生費の主

なものといたしましては、中学校に係る

学校医、学校歯科医、薬剤師の報酬、生

徒及び教職員に対する各種健康診断、プー

ル水質管理の経費をはじめとする環境測
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定の経費、また校内及び学校行事の事故

に備える保険、要保護及び準要保護生徒

に対する医療費扶助などに要した経費で

ございます。

　同ページ、目４、養護学級費は、各中

学校の養護学級運営に要した物品や備品

の経費でございます。

　次に、同ページから２３２ページにわ

たります項４、幼稚園費、目１、幼稚園

管理費につきましては、市内３幼稚園の

管理運営に伴う幼稚園教諭の人件費、臨

時教諭賃金、施設設備維持管理費及び消

耗品、備品等の購入などに要した経費で

ございます。

　人件費を除く主なものといたしまして

は、小・中学校費と同様に、施設維持管

理のための光熱水費や修繕費、電話等の

通信運搬費、施設の維持管理に必要な法

定点検等の委託料、園児送迎用バス運行

委託料、園務員業務委託料、保育用備品

や図書の購入などに要した経費でござい

ます。

　同ページ、目２、教育振興費の主なも

のといたしましては、幼稚園教育の振興、

奨励と保護者負担の軽減を図るための保

護者補助金などに要した経費でございま

す。

　２３４ページ、目３、保健衛生費の主

なものといたしましては、幼稚園に係る

園医、歯科医、薬剤師の報酬、園児に対

する各種健康診断、園内及び園行事等の

事故に備える保険などに要した経費が主

なものでございます。

　以上、教育総務部にかかわる平成１６

年度決算の補足説明とさせていただきま

す。

○石橋委員長　奥田生涯学習部長。

○奥田生涯学習部長　続きまして、平成

１６年度摂津市一般会計歳入歳出決算の

うち、生涯学習部が所管いたしておりま

す事項について補足説明を申し上げます。

　まず、歳入でございますが、決算書の

３６ページ、款１３、使用料及び手数料、

項１、使用料、目６、教育使用料につき

ましては、柳田・くすのき公園の両テニ

スコート、青少年運動広場、温水プール、

鳥飼・正雀・味舌・味生の各体育館、学

校施設、スポーツ広場、公民館、市民ギャ

ラリーの使用料及び学童保育室の保育料

でございます。

　５２ページ、款１５、府支出金、項２、

府補助金、目８、教育費府補助金につき

ましては、学童保育室の運営及び青少年

リーダー養成事業とこどもフェスティバ

ル開催事業に対する補助を受けたもので

ございます。

　６８ページ、款１９、諸収入、項４、

雑入、目１、雑入につきましては、芸能

文化祭出演料、音楽祭審査料、コミュニ

ティ事業助成金、水泳教室、スポーツ教

室などの参加負担金などが主なものでご

ざいます。

　続きまして、歳出でございますが、２

３４ページ、款９、教育費、項５、社会

教育費、目１、社会教育総務費につきま

しては、社会教育委員会議の開催に係る

ものやＰＴＡ協議会への団体育成補助金

や各種負担金等でございます。

　次に、２３６ページ、目２、文化振興

費につきましては、本市の市民文化の向

上、発展を目指した各種事業の実施にか

かわるもので、音楽祭をはじめ、美術展、

演劇祭、こども展覧会、市民芸能文化祭

など、各種文化振興事業に要した経費で

ございます。

　次に、２３８ページ、目３、青少年対

策費につきましては、学童保育事業や各

青少年対策事業に要した経費で、その主

なものは、青少年の健全育成にご尽力い

ただいている５２名の青少年指導員の活
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動や学童保育室の運営に係る経費、成人

祭、こどもフェスティバル、青少年リー

ダー養成などの事業に要した経費でござ

います。

　次に、２４０ページ、目４、公民教育

費につきましては、家庭教育学級や女性

学級の開催に要した経費でございます。

　次に、２４０ページ、目５、公民館費

につきましては、各公民館の管理運営に

要した経費や、各種講座開催事業をはじ

め、各サークル活動、各公民館まつり等

に要した経費及び公民館の施設改修等に

要した経費でございます。

　次に、２４２ページ、目６、文化財保

護費につきましては、文化財保護審議会

の運営経費や市内の文化財などを保護・

保存するために要した経費でございます。

　続きまして、２４２ページからの項６、

図書館費、目１、図書館総務費の主なも

のは、図書館協議会開催に伴う経費、鳥

飼図書センターの業務を摂津市施設管理

公社に委託したことに伴う経費等でござ

います。

　２４４ページの目２、図書館管理費の

主なものといたしましては、市民図書館

と鳥飼図書センターの維持管理経費、市

民図書館の空調機器の修理に係るもの、

及び図書館の電算システムに要した経費

等でございます。

　また、図書備品は、９，１８０冊の図

書購入に要した経費でございます。

　続きまして、２４８ページ、項７、保

健体育費、目１、保健体育総務費につき

ましては、スポーツ振興にご尽力いただ

いております３４名の体育指導委員の活

動に係る経費や社会体育施設運営に係る

施設賠償責任保険料、三島地区体育指導

委員連絡協議会負担金をはじめ、各種社

会体育団体に対する負担金などでござい

ます。

　次に、２５０ページの目２、体育振興

費の主なものといたしましては、各種ス

ポーツ教室等の経費、市長杯総合スポー

ツ大会、及び市民軽スポーツの集い事業

に係る委託経費、また体育協会をはじめ

とする社会体育団体及び地区市民体育祭

実施に係る補助金などに要した経費でご

ざいます。

　２５０ページの目３、体育施設費につ

きましては、社会体育施設に係る管理運

営経費で、主なものといたしましては、

温水プール及び各体育館などへの管理委

託で、摂津市施設管理公社及び摂津市シ

ルバー人材センターなどへの委託経費、

味生体育館用地に係る土地借り上げ料等

に要した経費、そして土地開発公社が先

行取得しておりました鳥飼体育館の駐車

場用地を買い戻した経費でございます。

　以上、生涯学習部分に係る平成１６年

度決算の補足説明とさせていただきます。

○石橋委員長　説明が終わり、質疑に入

ります。川端委員。

○川端委員　おはようございます。

　それでは、何点か質問させていただき

たいと思います。

　まず最初に決算の方ですけど、歳入で

５５ページ、番号をつけております。１

番なんですけど、款１５、府支出金、項

２、府補助金、目４、教育費委託金の分

でございますけども、家庭の教育機能総

合支援モデル拡充事業ということで３７

０万８，０００円という金額が計上され

ております。

　これ、昨年の決算の折にも私、質問を

させていただいております。摂津小学校

と味生小学校をモデル校として行われた

わけですけれども、効果はどうだったん

でしょうか。検証していただきたいと思

います。

　２番、歳出ですけども、２１３ページ。
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款９、教育費、項１、教育総務費、目２、

事務局費ということで、これは節１３、

委託料ということで、学校安全管理業務

委託料ということで１，５６０万５，６

７１円という金額が計上されてます。こ

れは、昨年の５月から各小学校の正門脇

に受付室を設置し、来訪者の確認を行っ

てるわけですけども、この警備を強化し

たことによってエピソードといいますか、

例えば事件が未遂に終わったとか、また

危険なことが回避できたという、そういっ

たご報告はあるんでしょうか。そのこと

をちょっとお聞かせいただきたいと思い

ます。

　３番目に、概要の１４６ページの「こ

ども１１０番の家」事業の分でございま

す。

　こども１１０番マップが、これはでき

たんでしょうか。できたとお聞きしてお

りますけども、どんなふうに活用されて

いるのか、ちょっとお聞かせいただきた

いと思います。

　また、我が党の同僚議員もさまざまな

形で１１０番事業についても以前から質

問しておりますけども、１１０番マップ

の件について、ちょっと教えていただき

たいと思います。

　関連してですけども、安全ということ

で、一声運動を今進めております。１６

年度、代表質問でも聞かせていただいた

りしておりますが、その折にも腕章を用

意して、全市的に、用意しているが全市

的な広がりはないというご答弁だったと

思いますけども、この１６年度の反響、

余り声をかけているところを見かけない

んですけども、そういうところにたまた

ま遭遇しないんだと思いますけども、だ

れが声をかけていただいているんでしょ

うか、ちょっと教えていただきたいと思

います。

　あと、学校安全管理に関しますけども、

防犯ブザーですね。平成１６年のこれも

４月からスタートしております。小・中

学校の全児童・生徒に貸与しております

けども、最初は小学校の低学年の子ども

たちが遊び道具になるという、そういう

懸念もされましたんですけども、１年間

やって、実態はどうだったのか、お聞か

せいただきたいと思います。

　あと、６番ですね。ちょっと歳出の方

に戻って申しわけありません。

　２２３ページですけども、款９、教育

費、項２、小学校費、目１、学校管理費

というところで、図書購入費４７５万８，

３３５円というのが計上されております。

　事務報告書にも３０５ページに載って

おります。これ、小学校によって差があ

るんですね。３０５ページ、事務報告書

ですね。

　鳥飼小学校が６，８８０冊と、味舌小

学校が６，０８９冊ということで、登録

冊数、千里丘小学校２，４６５冊という

ことで、極端に少ない。これは登録冊数

ですから、ちょっとあれでしょうけど、

何かこのことについて、ちょっと教えて

いただきたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いします。

　次、７番、また概要の方に戻って申し

わけありません。１２５ページなんです

けども、文書集配事業のところになると

思いますが、現在、千里丘公民館で本の

返却が努力をしていただきまして、行わ

れております。

　この平成１６年度の返却状況はどうだっ

たのかというのをお聞かせいただきたい

と思います。

　８番、この概要の続きですけども１２

８ページですけども、学校図書、図書館

ＩＴ事業、新規ということで出ておりま

す。
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　これも今、ちょうど事務報告書の３０

５のところにあった分でもありますけど

も、蔵書のデータベース化のために登録

作業をしているということでもあります。

　小・中学校の図書館蔵書管理の電算化

に要する経費ということでありますけど

も、今のところ登録をされてますけど、

どんな価値があるのか。また、本当に必

要な事業なのかという評価をしていただ

きたいと思います。

　次に、また事務報告書で申しわけあり

ません。３２０ページですけども、地域

子ども教室、わくわく広場のことですね。

このところで、これは放課後の子どもを

預かる、また守る事業ということで、自

由に遊べる場を提供するものであります

けども、昨年は鳥飼北小学校と摂津小学

校が実施をいたしました。

　１つは、昨年の１６年からことしの１

７年３月までの、この１年間を通して持

続していくための問題点は何なのかとい

うことが１点と。

　そして、あと２点目は、毎月の参加人

数の推移を、ここには延べ参加者数で出

ております。開催回数と、それをまた毎

月の推移を教えていただきたいと思いま

す。

　１０番目、概要の１３０ページ、すこ

やか総合的教育力活性化事業ということ

で、すこやかネットの件についてでござ

いますが、１６年度の実績を教えていた

だきたいと思います。

　それに関連しまして、１１番になりま

すが、行きたくてたまらない学校、学び

のある教室を目指してということで取り

組んでいただいておりますが、これも１

６年度の評価をお願いをしたいと思いま

す。

　１２番目、これはちょっと関連するこ

とでございますが、学級崩壊について、

学級で元気な子が騒いで、子どもさんが

騒いで、学級崩壊に近い状態になったと

いうことをちょっとお聞きしましたので、

そういう実態といいますか、そういった

ことがあったのかどうか、そのことをちょっ

とお聞きさせていただきたいと思います。

　１３番目に、概要の１３２ページ、こ

れは１３２ページといいますか、小学校

管理運営事業に当たりますけども、小学

校１２校運営経費ということで、今現在、

小学校の統廃合について、もうこの件に

関して、ちょっとお話しさせていただき

たいと思います。

　先週の土曜日、１２日に私も味舌小学

校の説明会に参加をさせていただきまし

た。保護者、また地元の住民の皆さまの

切実な思いといいますか、生の声をお聞

きさせていただいたんですけれども、現

在この４校が適正配置計画として上がっ

てきておりますけども、例えば柳田小学

校と三宅小学校につきまして、状況が当

然、全く違うわけですよね、学校の状況。

　それこそ親御さんが、保護者の方が納

得ができていないのに子どもさんに統廃

合、どちらかまた三宅小の方は柳田小学

校、向こうの小学校に行きなさいという

のは、やっぱり言えない、そういうお声

も現実にあります。

　それには距離が延びるということに対

しての安全対策もありますし、向こうに

関しましては、三宅の方から、また小学

校を統廃合する場合は、踏み切りを今ま

では渡っていなくて通学していたのが踏

み切りを渡ったりするということ、そう

いったこともあるあります。

　本当に各小学校の教育の違いといいま

すか、特色もそれぞれの小学校が伝統を

持ち、また本当にうちの学校はいいって、

こういう点がいいんやっていう、それぞ

れの思いを持ってらっしゃるところでも
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あります。そういった穴埋めといいます

か、そういったすり合わせといいますか、

２校が一緒になるんですから、そういっ

たことが示されていないということで、

今後、統廃合をしたら行いますという返

事は、いろんな話し合いの中で、説明会

の中でも聞かれてるんですけども、やっ

ぱり今までの説明のやり方を見ていると

信頼できないという声も現実にあります。

　ですから、１点は、もう少し踏み込ん

で、具体的な話し合いをしないといけな

いんじゃないかということが１点です。

　２点目は、もっと歩み寄れる条件を出

すべきではないかと、そういうふうに思

いますので、これは本当に地域の意見と

しましては、ソフト面でそういうすり合

わせ、話し合いが必要だというような声

が出ておりますので、その点につきまし

て、ちょっとお伺いさせていただきたい

と思います。以上です。

○石橋委員長　渡辺副委員長。

○渡辺副委員長　川端委員の先ほどの統

廃合の件ですけど、一応、１６年度の統

廃合に関しての取り組みという形でご答

弁いただきたいと思いますので、それで

よろしいですか。

○石橋委員長　そのように進めたいと思

います。馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　それでは、何点

かありましたのでお答え申し上げます。

　まず、学校の安全対策の取り組みのこ

とでございますが、受付員を配置して、

どういったエピソードがあったかという

お問いだったと思います。

　私ども、やはりこの安全対策、受付員

の配置につきましては、事件がございま

した学校への侵入を未然に防ぎたいとい

うことを第一義に考えまして、その中で

どういった方法がいいのかということを

模索した結果、専門の警備会社に委託す

るよりも地元の方に学校に関心を持って

いただいて、地元の方が参加していただ

く中で、より学校の安全を高める方がい

いんではないかと、そういう判断に立ち

まして、平成１６年度におきましては準

備期間といたしまして、１年間かけてボ

ランティアを募集するということで、１

６年度はシルバー人材センターの方へ委

託ということで１年間、お願いいたしま

した。

　その結果といたしまして、市民の方が

非常に大きな反響。新聞、テレビ等も報

道していただく中で非常に大きな反響を

いただく中で、これは１６年度のことと、

ちょっと外れますが、今現在といたしま

して４８名の市民の方がこれに参画して

いただきまして、今日運営いたしており

ます。

　その中では、私ども本当に学校の安全、

未然に防ぐということをメーンで考えて

おりましたが、もちろんそのことについ

ては問題なくしていただいておりますが、

そのこと以上に地域の方に学校の見守り

をしていただいたということにおきまし

て、その参加していただいた方も自分の

お孫さんであるとか、そういった地域の

子どもと触れ合えるということで、非常

にやりがいがあるということを受付員の

方からは聞いております。

　また、受付員の方も子どもたちと触れ

合って、一人ひとりの顔と名前を覚える

と。そういうことによって、町において

も受付員のおじちゃんとかいうことで声

をかけてもらえるということで、非常に

それもやりがいがあると。

　ある方は、１年間かけて子どもの顔と

名前を全部覚えたんやと、そういうよう

におっしゃっていただいてる方もおられ

ます。

　また、学校関係者から、やはり今まで
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でしたら校門を閉めてはおりましたが、

そこに人がいてることが非常に安心感が

あるということの評価をいただいており

ます。

　それと、これは本当に副次的なことな

んですが、学校の子どもたちが何かの拍

子に校門から飛び出すことも、やはり過

去にはなかったことではなかったと。し

かし、受付員さんがいてくれることによっ

て、受付員さんが未然にそういうことを

防いでいただいて、学校の教職員として

も非常に安心感があると。そういうよう

な形で私どもが思っていた安全対策以外

に子どもと地域の方の触れ合いであると

か、学校内におけるそういう未然の事故

の防止とか、そういうことに対して非常

に効果が上がってるんではないかなと、

私どもはそういうふうに今のところ総括

させていただいております。

　それと、防犯ブザーの貸与の事業でご

ざいます。これも連れ去り等がございま

したので、平成１６年度の緊急事業とい

うことで防犯ブザーを全児童・生徒に貸

与するということで始めさせていただき

ました。

　これにつきましては、一応、制度とい

たしまして１年間貸与ということにさせ

ていただいております。

　基本的には、もちろん防犯ブザーを持っ

て、何かのときにそれを鳴らすことによっ

て連れ去り等を防ぎたいということもご

ざいますし、またそれを持ってもらうこ

とによって、子どもにも、また保護者の

方にもそういう心構えをしていただくと

いう、そういう啓発の面も込めて、全児

童・生徒にお渡ししたものでございます。

　１年間来ましたが、この間、それで事

故は一応なかったということでございま

すし、また学校の方におきましては、や

はり持たすだけではなくて、事あるごと

にそれの使い方について指導をしていた

だいております。

　ある学校は、始業式のときに全校子ど

もさんが集まったときに教頭先生が防犯

ブザーの使い方、こういうふうに使うん

だよということで指導もしていただいて

おりますし、また各クラスにおきまして

もそれぞれの先生が、時に応じましてそ

ういう指導もしていただいているという

ふうに聞いております。

　それから、図書の購入のことでござい

ますが、購入につきましては総務課の方

がいたしておりますので、購入について

お答え申し上げます。

　図書購入につきましては、従前から国

語、教養が大事だと最近言われておりま

すんで、平成１０年度までは１人当たり

８００円程度の予算で運営いたしており

ましたが、やはり近年の国語力、読解力

が大事だということで図書の充実をとい

う声がございましたので、私ども事業の

一部をシフトいたしまして、１６年度現

在では生徒１人当たり１，０００円をめ

どに、一応予算化いたしております。

　１６年度の決算で、児童数でいきます

と、小学校は１，０３６円、中学校につ

きましては１，１６２円、児童１人当た

りの執行額になっております。そういう

状況でございます。

　それと、統廃合に係る１６年度の取り

組みということでございますので、一応、

統廃合につきましては平成１４年５月に

審議会の答申をいただきまして、まず幼

稚園の統廃合に取り組んでまいりました。

幼稚園の統廃合が一応１年間でできまし

たので、その後、小・中学校の適正規模

についての取り組みをしました。

　１６年度中は、まず審議会答申の内容

を知っていただくということでございま

すので、それぞれの該当校区、それと地
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元自治会等へ出向きまして審議会答申の、

まず内容の説明をいたしました。

　その後、質疑・応答がございましたの

で、それについて会場で答えるべきこと

は会場でお答えしますし、また会場で答

えないところは持ち帰って内部で協議い

たしまして、それについてのまたお答え

をするということで、１６年度におきま

しては、その内容の周知を図るというこ

とで今日までやってまいりまして、１６

年１２月になりまして、一応今まで、答

申の内容の説明、それとそれに対するご

質問、ご意見等を何回かやる中で一定、

大体ご質問の内容が定まってまいったと

いうこともございます。

　それで、私どもそれにつきましては、

それぞれその内容につきまして教育委員

会等で議論していただきまして、大体、

論点が出そろってまいりましたので、教

育長も出席いただきまして、今後、その

論点の整理がされた中で教育委員会の方

針を決定してまいりたいと、そういうよ

うな形で１６年度は一応、お話し合いを

したところでございます。

○石橋委員長　木下生涯学習課長。

○木下生涯学習課長　それでは、子ども

の安全に係るもので、生涯学習課所管の

３点について答弁申し上げます。

　まず、こども１１０番の家につきまし

て、この家の事業に協力いただいており

ます家庭、事業所が１，３１８件ござい

まして、これの一応、子どもたちが実際

わかるような形での取り組みといたしま

して、こども１１０番のマップを１６年

度作成いたしました。

　各校区ごとに作成したものを学校を通

じて全児童に持って帰っていただいて、

活用していただいている。その後、その

マップを利用して、その校区オリジナル

のマップづくりに取り組んでいただいて

いる地区とか、また別の事業としまして

各校区ではウオークラリーという形でこ

どもたちに１１０番の家の所在を明らか

にするような形での取り組みもやってい

ただいております。

　それと、一声運動につきましても子ど

もの安全確保について、平成１６年度か

ら自治会なり、ＰＴＡ、こども会、青少

年指導員、老人会等々、地域の関係団体

にご協力をお願いして、子どもたちを見

かけたら声かけをするというような形で

の運動を展開してきました。

　なかなか、この一声運動につきまして

は、目に見えない部分があろうかと思い

ますが、今年度も子どもの安全みまもり

隊の事業を発足しておりますが、その子

どもの見守り活動とともに一声運動も取

り入れていただくように各地元の関係の

団体の方々にお願いをしておるところで

ございます。

　それと、わくわく広場につきましても、

平成１６年度の２学期から、先ほどの鳥

飼北、摂津小、それぞれで開始したとこ

ろでございます。

　それぞれの学校の月別の集計でござい

ますが、順次申し上げていきます。鳥飼

北小学校につきましては、９月は４回開

催して３１５人、１０月は３回で１８８

人、１１月は３回で１０２人、１２月は

３回で１２９人、１月は２回で７２人、

２月は４回で１７５人、３月は３回で１

３０人、合計、鳥飼北は２１回の開催で、

子どもの延べ参加人数が１，１１１人と

なっております。

　なお、平均しますと１回当たりが５２．

９人というようなことでございます。

　それと、摂津小学校につきましても同

じく、９月から３回で３７５人、１０月

は５回で５４１人、１１月は３回で２０

０人、１２月は２回で１１２人、１月は
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２回で９２人、２月は３回で１８７人、

３月は２回で４９人、延べ２０回開催で、

延べ参加人数が１，５５６人。平均しま

すと、１回当たり７７．８人の参加とい

うようになっております。

　１年間を通しての問題点につきまして

は、この数字でも若干出ておるかもわか

りませんが、子どもたちの参加の多い少

ないというのも確かに出てきております。

これにつきましては、最初、オープンし

た当座は子どもたちが、この事業につい

て珍しい点もあって大変多うございまし

たけども、最近は安定してきております。

　その問題点となる子どもの参加の低下

につきましても、その事業の内容等、い

ろいろ各わくわく広場に指導者がいらっ

しゃいますが、その方たちが、それぞれ

いろいろ研究なり、工夫をしながら、例

えば代表的な取り組みといたしましては、

この夏でございますが、小学校のプール

を利用して体育指導委員さんの協力のも

とでカヌー教室をしたりとか、土曜日の

開催のところですが、日曜大工ならぬ土

曜大工というような講座で、その中身は

街角でよく見られます飛び出し坊やをつ

くって、その校区の危険個所に立ててい

ただくというような、この事業の発展的

な部分も努力をしていただいてます。

　そのほかにグランドゴルフとか、段ボー

ルやペットボトルを利用した迷路の遊び

とか、昔遊び、けんだまとか、こままわ

しとか、それとかほかに指導者で自主的

に研修会を開催されて、それぞれ子ども

たちの遊ぶ内容について検討をやってい

ただいているということでございます。

○石橋委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、学校

教育課にかかわるご質問についてお答え

をさせていただきます。

　まず１番に府の委託金の事業でござい

ます。家庭の教育機能総合支援モデル拡

充事業についての１６年度の成果につい

てご報告をさせていただきます。

　この事業は、いじめ、不登校、非行等

の困難な課題を抱え、子育てやしつけに

悩みや不安を抱く家庭を総合的に支援す

るため、学校の持つ教育機能を最大限に

活用し、地域や関係機関と連携しながら

支援体制をつくり、いじめ、不登校、非

行等の状況の改善に取り組む事業でござ

います。

　具体には、家庭教育相談員を摂津小学

校、味生小学校の２校に配置をし、実施

をしてまいりました。

　具体的な成果でございますが、予想を

しておりましたとおり、４点の成果を確

認をしております。

　１つは、不登校の未然防止、それから

欠席の長期化の防止に役立つということ

でございます。

　２点目に、虐待家庭の早期対応や相談

による解決につながる事例も報告をされ

ております。

　３点目に、家庭の教育相談員は、それ

ぞれの担任が授業をしておる授業時間で

も家庭を訪問することができることから、

即時性のある家庭訪問の対応ができてお

ります。

　最後に、４点目といたしまして、学校

の教室以外、いわゆる学級以外の子ども

の様子が家庭に伝わるということで、家

庭と学校のコミュニケーションの深まり

ができたということでございます。

　２点目に、図書の蔵書数について、事

務報告書の３０５ページの点でございま

す。これにつきましては、後ほど研究所

の方からもご説明があろうかと思います

が、蔵書数の件でございますが、今回、

学校図書館ＩＴ化事業として、各学校に

あります図書に、すべてにバーコードに
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よる図書の確認ができましたので、今ま

で蔵書で確認をされていなかったもの、

またこの機会にやはり傷みがひどいので

整理をされた分が出てきてございます。

　そこで、千里丘小学校の冊数ですが、

基本的には、この図書を廃棄をする。ちょっ

と傷みがひどいから廃棄をする等は学校

の判断でございますので、ある意味で図

書に親しみ、たくさん読んで傷みが激し

ければ激しいほど、入れかわりが激しい

ということも考えられますし、蔵書数の

多い学校につきましては、そういった廃

棄に当たるんだけれども、もう少し使お

うとか、また寄贈をいただいている本が

多いとかということがございますので、

この登録冊数そのものには、各学校のさ

まざまな状況の反映があろうかと考えて

おります。

　続きまして、総合的教育力活性化事業

の１６年度の実績でございます。この事

業につきましては、教育コミュニティづ

くりを教育や子育てに関する課題を学校・

家庭・地域の団体、グループ等が共有し

て課題解決に向けた共同の取り組みを通

じ、新たな人のつながりをつくり出す事

業として考えております。

　それで、各校区ともにそれぞれの積み

上げの中で、さらに実践的な深まりが見

られます。

　例えば、二中校区の報告でいただいて

る分では、成果といたしましては、自治

会と学校が連携、協力した行事が定着を

し、主催事業、こちらではクリーン作戦

が行われておりますが、その実施につい

てはすこやかネットの参加団体、関係機

関の人と人のネットワークが確立をされ

てきたということ。

　これは、もう１つ、学校教育の支援に

かかわっても成果がございます。これに

つきましては、二中校区の方では、子ど

もの安全に関して、地域全体で見守ると

いう意識が定着をしてきた。

　小学校における地域人材の活用が進ん

だ中学生では、実施する職場体験で校区

の事業所とのネットワークが広がり、学

校と地域のより深い関連性が生まれてい

るという報告をいただいております。

　続きまして、「行きたくてたまらない

学校、学びのある教室」の１６年度の成

果についてでございます。

　「行きたくてたまらない学校、学びの

ある教室」づくりを目指した摂津の教育

改革は、１６年度で２年目を終了いたし

ました。

　この事業では、新規に学力定着度調査

を実施するなど、子どもたちの学力の実

態について一定の分析と取り組みができ

たというふうに理解をしております。

　具体には、１６年度では千里丘小学校

について、国語の研究発表、摂津小学校

において算数の研究発表、柳田小学校は、

フロンティアスクールの最終の年度であ

り、算数の研究発表が行われ、各小中学

校にその取り組みの内容を情報発信をし

てきたところでございます。

　そうすることにより、より子どもたち

の学力の実態につながる事業づくり、研

究に資するものがあったということと、

また生活指導面では、不登校の児童・生

徒が着実に減少をしてきているという認

識を持っております。

　続きまして、学級崩壊という件につい

てのご質問がございましたので、お答え

をさせていただきます。

　私ども教育委員会は、いわゆる学級崩

壊と言われている言葉については適切な

表現ではないという受けとめ方をし、こ

れは文部科学省も含めて学級がうまく機

能しない状況という言葉で理解をするよ

うにしております。
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　すなわち、学級がうまく機能しない状

況というのは、どのクラスでも起こりえ

るということで、そういった事態が発生

したときに、基本といたしましては、早

期の実態把握と早期対応、そして子ども

の実態を踏まえた魅力ある学級づくりを

進める。

　３点目に、ティーム・ティーチング等

を含めての協力的な指導体制と学校組織

の活用が極めて求められる課題であると

いうこと。

　最後に、保護者との緊密な連携と一体

的な取り組みをすることによって、解決

をするという理解をしております。

　実態的には、１６年度につきましては

調査をしておるところでは、この学級が

うまく機能しない状況というものは、報

告がございませんでした。

○石橋委員長　山下生涯学習部参事。

○山下生涯学習部参事　それでは、７番

目の千里丘公民館での図書の返却状況に

つきましてのご質問にご答弁申し上げま

す。

　平成１６年度の図書の返却状況につき

ましては、２７６人の方々がご利用して

いただいております。冊数といたしまし

ては、１，６１６冊となっております。

　ちなみに、平成１７年１０月末現在の

状況でございますけども、２１１人の方々

が利用され、１，２０５冊で前年度と比

較いたしますと５２人の３４２冊の増加

となっております。

○石橋委員長　石田教育総務部参事。

○石田教育総務部参事　研究所にかかわ

ります学校図書館ＩＴ化についてお答え

をいたします。

　学校図書館のＩＴ化事業は、各校の蔵

書をコンピューター管理することでバー

コードでの本の貸し借り、コンピューター

を使って本を探し出すことが小学校低学

年の児童にも容易にできるようなシステ

ムです。

　今回、蔵書登録のための入力は、長時

間かけて多くの人間が携わると、入力方

法に誤差が生じてしまい、運用の面で支

障を来すことも考えられるため、緊急雇

用制度を利用しました。

　そのため、蔵書登録を一気に進めるこ

とができ、効率的に図書館システムをＩ

Ｔ化することができました。

　図書館システムをＩＴ化することでの

教育的な効果として、まずバーコードの

使用により、ほんの数秒で貸し借りの手

続が完了すること。また、そのことで読

書活動、調べ学習に意欲的に取り組み、

より活発になってまいりました。

　次に、本の題名はもちろん、その本の

キーワードを入力するだけで、自校の図

書室内だけでなく、市内１７校の図書室

内の本の検索も可能になりました。

　次に、子どもたちに読んでほしい本の

紹介や図書室からのお知らせなども、常

に図書システムに表示させることにより、

より豊かな読書環境をつくることも始め

られております。

　そして、これは図書館のシステムとは

直接的に関係はないのですが、本にバー

コードが張ってあるということにより、

子どもたち一人ひとりが本を大切に扱う

ようになったという報告も受けておりま

す。

○石橋委員長　川端委員。

○川端委員　今、ご答弁いただきまして、

ありがとうございました。

　まず、順を追ってお話しさせていただ

きたいと思います。

　今、１番の家庭総合支援モデル事業の

件でありますけれども、さまざまな成果

が出ていると、今、お聞きさせていただ

きました。
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　本当に教育は、私は家庭と地域と学校

が協力していくもんだと思っております。

それこそ、これからも浸透するように、

しっかりと頑張っていただきたいと思い

ますけども、今、このまま取り組んでい

かれるとは思いますけれども、本当に教

育は特に家庭がいかに大切かということ

を啓発してほしいわけですね。

　ですから、そういった意味では教育委

員会もフォーラムとか、さまざまな仕掛

けをして取り組んでいただきたいという

ことをお願いをさせていただきたいと要

望させていただきたいと思います。

　また、よろしくお願い申し上げます。

　２番目でありますけれども、受付室の

設置で今も本当に地域の地元の方にも関

心を持っていただくという、そういった

意味合いと、またそれこそ安全対策以外

にも、さまざまに一人ひとりのお名前、

またお顔も覚えていただいて、効果があっ

たという、本当によかったなと私も感じ

ております。

　最初はボランティアの方も、それこそ

手を挙げていただけるかどうかという心

配もありましたけれども、こうして多く

の方にご協力いただき、本当にうれしい

限りであります。

　しかし、ＰＴＡの方からは専門家に変

えてほしいという、そういうご意見もあ

るんです。本当に地域の方が、もう地域

を上げて、それこそ私たちの学校、また

子どもたちを守っていくという、そうい

う趣旨は当然のことながら賛同でござい

ますけども、ですから本当に、もうこれ

は提案でありますけれども、警察のＯＢ

の方に３か月に１回ぐらい研修をしていっ

ていただくような方向といいますか、そ

ういったことも検討していったらどうか

なと思いますので、これは要望でござい

ますけども、またよろしくお願いしたい

と思います。考えていただけたらと思い

ます。

　３番目、こども１１０番の家事業であ

ります。今、ご説明をいただきまして、

さまざまな形で活用されて、全児童にそ

ういう１１０番マップを持って帰ってい

ただいているということでもありますし、

またそのお家がどこなのかという、ウォー

クラリーもして、もしか何かあるときに

は、そこに飛び込んで行けるようなここ

のお家も協力していただいてるという形

で、本当にそういうような形で、今、お

聞きさせていただきました。

　去年も質問させていただいてるんです

けども、この１１０番の家のご協力をし

ていただいている家庭に情報の共有をし

てはどうかということを昨年も質問をさ

せていただきましたら、検討するという

ご答弁でしたんですけれども、これは子

どもちが何か学校で、まず自分の学校以

外でも危険というか、不審というか、大

変なことが、また危ないことが起こりそ

うだと、あったということでありました

ら、保護者の方にもプリントを持って帰っ

たらとか、そういうふうな学校に行って

いる子どものご家庭には、そういう情報

は入ると思いますけれども、そういった

意味で、そういう協力をしていただいて

るというところにもと思うんですけれど

も、この点はいかがでしょうか。ちょっ

と、もう一度、お聞かせいただきたいと

思います。

　次に、一声運動の件でありますけども、

さまざまに検討していただき、またいろ

んな形でこども安全見まもり隊の方でも、

また一声運動をお願いをするというご答

弁もいただきました。より安全の充実を

お願いしておきたいと思います。

　防犯ブザーの件でありますけども、こ

れ、１年間、子どもたちの遊び道具になっ
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てるのかなと、最初はそういうのがあり

ましたけれども、もう、その件に関して

は、ちょっとご答弁がなかったんですけ

ども、だからなかったんだと思いますけ

れども、それこそ遊び道具に使って、い

ざ実際のときには鳴らなかったとか。実

際、持ってらっしゃるんですよね、それ

ぞれの子どもたちは。

　ちょっと、親御さんに預けてるという

ところも聞いたことがありますんで、家

に置いてると、小学校の低学年なんです

けども、だからきちんと、また子どもさ

んに持たせて、いざというときにはやっ

ぱり活用できるような、そのためのもの

でもありますので、その点、また、さま

ざまな形で取り組んでいただいているこ

とに対しては評価をていたしますし、ま

たこれからもよろしくお願いしたいと思

います。

　私たち公明党も、この一連の受付、小

学校の正門脇で受付の設置とか、またこ

ういったこども１１０番とか一声運動と

か、防犯ブザーの貸与ということで、本

当に安全対策にも全力を挙げてまいりま

した。これから、また未来からの使者で

ある子どもたちに摂津の未来を担う、宝

であるともいうべき子どもたちのために、

また市としてもさらなる取り組みをお願

いしておきたいと思います。

　これは、新聞記事に載りました先日の

奈良の昨年、事件がありました。それに

よって、子ども条例というのをつくって

おりまして、初めて適用されたというの

がこの間、新聞に掲載をされておりまし

た。

　去年の１１月に小学校１年生女児誘拐、

殺人事件を契機に制定されたということ

で、子どもを惑わせたり、声かけをした

り、またひわいな発言をしたり、体をつ

かんだり、つきまとう行為というのは、

違反者には約３０万円以下の罰金という

ことで、その第１号の適用といいますか、

初適用されたと載っておりましたんです

けど、これ、私たち摂津では、これはい

かがでしょうか。こういう子どもを守る

子ども条例というふうなことをまた、い

かがでしょうかと思いますんですけど、

またある意味で、教育長の安全対策に対

する決意などもお聞かせいただけたらと

思います。

　あと、６番目ですけども、図書の購入

の分で学校の図書において、傷みがひど

い、そういった整理をしていって、これ

が少なくなったというふうに理解させて

いただいていいんですね。

　また、やっぱりこれから朝の読書運動

の実施を今進めておりますし、またさら

にそういった学校も全校になってくるん

ではないかと思います、摂津市におきま

しても。

　学級文庫を利用してするわけですから、

そういう学級の図書、その充実をまたお

願いをしておきたいと思います。

　次に、７番目の千里丘公民館での本の

返却の分でございますが、３４２冊増加

をしているということもありますし、貸

し出しもしてほしいという声も聞いてお

ります。ぜひ貸し出しができるようにお

願いできないでしょうか。ちょっと、ま

たご答弁をお願いしたいと思います。

　８番目ですけども、これは学校図書Ｉ

Ｔ事業ということで、今、ご丁寧にご答

弁をいただきました。

　成果もありますし、１７校の図書もそ

れこそ一目のうちに、また借りたい本も

すぐに借りることができるという、低学

年にも簡単に借りれるようにするという、

さまざまな検討をいただいて、こういう

形を取っていただいておりますけれども、

これ、管理方法はどうされるんでしょう
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か、各学校で。

　管理方法について、ちょっとお聞かせ

いただきたいと思います。

　９番目ですけども、わくわく広場であ

ります。今、毎月の参加人数の推移も、

今教えていただきました。平均数も今聞

かせていただきました。

　１８年度からは４校が実施するという

ことでございます。

　子どもたちというのは、同じことをし

ていると飽きてくるんですね。本当にこ

の方々も今、ついてらっしゃる担当の方

もプールを利用したりとか、今お聞きさ

せていただきましたですけども、やっぱ

りどうしてもふえていく傾向ではなくし

て、もう、１回行ったり、また何回か行っ

たら、いいわという形があるかもわかり

ませんし、以前に私も見学に行かせてい

ただきました折には、床で絵をかいてて、

また横ではボール遊びをしてて、そのボー

ルが飛んできておりましたけど、そうい

うふうなこともありましたけど、今、そ

れからまた、さまざま、体育館の中だけ

ではなくして、いろんなことも検討して、

また実施をしていただいているというの

は、よくわかりました。

　これ、１つの提案なんですけど、例え

ば今、読書運動等のことも言われており

ますし、図書室を利用して読書とか、ま

た一人調べというのをやっていくとか、

そういったことも先ほど、今、検討して

実施をしていただいているような、図書

室の件がありませんでしたので、その件

をちょっと、またお願いをさせていただ

きたいと思いますので、また検討させて

いただけたらと思いますので、よろしく

お願いいたします。これは要望とさせて

いただきます。

　すこやかネットの件につきましてです

けども、この件、今、自治会と学校の行

事等の定着も図られているということで

お伺いさせていただきました。健やかネッ

トの基本理念をまたちょっとお願いした

いと思います。

　次に、１１番の「行きたくてたまらな

い学校」の件でありますけれども、今、

２年目を終了してのさまざまなご報告も

いただきました。一定評価はいたします。

今後も、しっかりと応援もしてまいりま

すので、またお願いしたいと。また、今

後の抱負を１つお願いしたいと思います。

　あと、１２番ですけども、学級崩壊と

言わないと。学級が、うまく機能しない

という、そういう言い方をするというこ

とで、今教えていただきましたけども、

今の若い先生がいろんな教育現場でも経

験とか、場数を踏むとか、さまざまなこ

とが必要でありますけれども、若い先生

が担当のところの場合は、そういったこ

ともあり得ると思いますし、子どもたち

を抑えきれないといいますか、元気いっ

ぱいの子どもたちが多いということもあ

りますし、そういったときに校長とか教

頭先生などから、そうなる前にサポート

をしていかなければならないんではない

かと思います。

　柔軟に対応できる指導が校長先生、ま

た教頭先生にできているのかということ

で、その件について、ちょっとまたお伺

いさせていただきたいと思います。

　最後の１３番でありますけども、小学

校統廃合の件に関しましては、１６年度

の取り組みということで、今、お答えを

いただきました。

　本当に現場はさまざまな、当該地域は

小学校さまざまなご意見、本当に出てお

ります。

　私１点、まず不信感を取り除くという

ことをぜひお願いをしたい。いろんな、

さまざまな努力は必要でありましょうけ
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ども、ここということ、これだけという

ことはないと思いますけども、そういう

保護者の皆さん、また地域の皆さんの不

信感を取り除くということが１点と。

　もう１点、子どもを持つ親として一番

影響のある安全対策。この点につきまし

て、本当に先ほども細かいことを言いま

したが、踏み切りを渡るとかありますけ

ど、本当にそういう細かいことが大事な

んですね。

　また、細かいことが一番、保護者の皆

さん、父兄の皆さんが一番気になるとこ

ろでもありますし、そういったことをそ

こまでしていただくんだったらというほ

ど、そういうご納得がいけるような、そ

ういうふうなことをぜひ、また最大の努

力をしていただきたいことをお願いをし

ておきたいと思います。

○石橋委員長　木下生涯学習課長。

○木下生涯学習課長　こども１１０番の

家に関することでございますが、協力し

ていただいているご家庭、事業所の方に

情報の共有化ということをご質問いただ

きました。

　その中で、やはり今、検討の中ではど

こまでの情報の内容を伝達すればいいの

か。と言いますのは、不審者情報なりで

過剰な不安をあおらないような形での情

報伝達も必要であろうかと思っておりま

す。

　それと、伝達方法につきましても、い

かに早く正確に伝達するかという部分で

ネックになっておるわけですけども、こ

の部分につきましては市全体で今後取り

組んでます危機管理システムの構築の中

で、こども１１０番の協力家庭、事業所

も視野に入れた形でお願いしていこうか

と思っておるところでございます。

　ただ、こども１１０番の家事業が進め

てるわけですけども、協力家庭の意識づ

といいますか、改めての１１０番の家に

ついての注意事項なり、取り組み、対応

の仕方については、再確認の意味でまた

注意喚起、協力の再依頼というような形

で、何らかの形で行っていきたいという

ように思っております。

　それと、ご要望をいただいておったわ

けですけども、わくわく広場の中で学校

の図書室の利用につきまして、この件に

ついても確かに必要だという部分も認識

はしております。

　わくわく広場の中で子どもに対する読

み聞かせなり、紙芝居をしていただいた

りという取り組みも学校によって、いろ

いろあるんですけども、この事業の最大

の目的としますのは、子どもと地域の大

人との交流を大事にした事業でございま

すので、そういった形で子どもが学校の

図書室に入って読書するという、それも

大事なことでしょうけども、このわくわ

く広場として、やはり大人との交流を重

きにおきたいというふうに考えておりま

すので、ご説明させていただきました。

○石橋委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、ご答

弁させていただきたいと思います。

　まず、学級がうまく機能しない状況と

初任者、ないし学校の関連でございます

が、先ほども申しましたように、学級が

うまく機能しないときの対応として、や

はり学校の協力的な指導体制等、校内組

織の重要性が言われております。

　したがって、こういった事象が早期に

発見をし、学校が校長、教頭のリーダー

シップを中心とした校内組織でもって対

応することは極めて重要なことであり、

教育委員会としても校長の方に指導をし

ておるところでございます。

　初任者の育成にかかわりましては、私

ども１６年度、小学校に１１名、中学校

－ 18 －



に２名の初任者教諭を配置したところで

ございます。

　初任者育成については、指導教員を配

置をし、学校体制で育成をするというこ

とを基本に考えております。

　また、教育委員会も研修の充実を含め

て、毎年２回、学校訪問をし、初任者の

支援をしているところでございますので、

学級経営というのは、教員にとって最も

大切な内容でもございますので、引き続

きそういった事態に陥らないように、ま

た陥りそうであれば全力を挙げて支援を

してまいりたいと思います。

　最後、３つ目に防犯ブザーの件でござ

いますが、私ども、学校を預かる学校教

育課といたしまして、校長会を通じて、

事あるごとに防犯ブザーを持って行動し

ているかどうかについては、校長を通じ

て適時確認をし、指導するように言って

ございます。

　これは、１７年度の事例でございまし

たが、実際、子どもの連れ去り事件が起

こりそうになったときに、小学生が防犯

ブザーを鳴らして、その不審者が退散し

たといった事例も聞いておりますので、

やはりこれについては、事あるごとに学

校の方に防犯ブザーの所持をし、有効に

使うように指導をしてまいりたいと思い

ます。

　最後にもう１つ、地域教育協議会の理

念について、申し上げさせていただきた

いと思います。

　この事業につきましては、地域の子ど

もは地域で育てようという理念のもとに、

子どもたちが生きる力を育み、心豊かに

育つためには地域の多くの人々の力が必

要であるということでございます。

　先ほども申しましたように、この地域

の事柄を教育コミュニティという言葉で

言っておりますが、地域のさまざまな人、

学校、家庭を通じて、子どもたちの問題

や課題解決に向けた協働の取り組みをし

て、新たな人のつながりをつくり出す事

業という認識を持っております。

　そうして現在、府内のすべての中学校

区に教育コミュニティづくりの推進組織

である地域教育協議会、すこやかネット

を設置しているところでございます。

○石橋委員長　山下生涯学習部参事。

○山下生涯学習部参事　それでは、千里

丘公民館の貸し出し業務の考え方につき

ましてでございますけども、今現在、関

係者と協議を行っておりまして、できる

だけ早い時期に実施できるよう検討いた

しております。

　貸し出しの主な手続等でございますけ

ども、利用者の方は電話、または市民図

書館で図書の予約をしていただき、その

ときに受け取る場所を千里丘公民館とし

ていただきます。

　私どもは、翌日等に指定された図書及

び予約申込書を公民館の方に持参させて

いただきます。公民館の職員等は、持参

された図書を一時保管していただきまし

て、予約者に連絡をしていただきまして、

予約者は公民館まで取りに来ていただく

ことになります。

　公民館等の職員は、貸出券の番号と予

約申し込みの番号を照合していただきま

して、本人確認後、図書を渡していただ

く流れを今現在検討いたしておりますの

で、よろしくお願いいたします。

○石橋委員長　石田教育総務部参事。

○石田教育総務部参事　ＩＴ化の管理方

法についてお答えをいたします。

　日常の運営につきましては、単に蔵書

の貸し借りだけの作業でしたら児童・生

徒でも十分対応できる操作内容ですので、

昼休み等に図書委員会の子どもたちが行っ

ている場合もあります。
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　それ以外に、年間を通して必ず発生す

る新刊図書の登録や、児童・生徒の貸し

出し用の名簿バーコードの作成も担当の

教職員の手で短時間で、しかも確実にで

きるため、その分、図書ニュースの発行

などに充て、さらに子どもたちへの読書

活動の充実を図ることに時間を確保して

おります。

　この事業により、摂津市の図書館教育、

情報教育が、さらに充実するものと考え

ております。

○石橋委員長　和島教育長。

○和島教育長　子どもの安全対策を守る

教育委員会としての決意というようなご

質問であったと思います。

　子どもの安全、これはやはり今日も、

それを守ることは最重要課題だと私は思っ

ております。

　１６年度から１７年度にかけましても、

特に１７年度の６月８日には、学校の安

全確保、安全管理の日と位置づけ、各小・

中学校、そしてまた幼稚園で一斉訓練も

行ったところでございます。

　そして、これはずっと私たち考えてお

りますけれども、以前のご答弁の中でも

申し上げておりますけども、やはり学校

内の安全、そしてまた通学路の安全、地

域の安全、このことを念頭に置いてやっ

ていかなければならないということで、

先ほどのご質問にもございましたように、

その中でこども１１０番の家マップを作

成したり、ウォークラリーをするとか、

または１１０番の車とか、今度は、最近

でしたら郵便局の集配される車にそうい

う表示をしていただいて、郵便局の協力

もいただくとか、そういう地域のいろん

な皆さん方、それはＰＴＡの方は以前か

らやっておられますけども、ＰＴＡ、あ

るいは地域のそういういろんな方々の協

力を得ながらやっていかなければ、学校

の力だけでは、これはいけないと思って

います。

　ただ、学校としましては、やはり学校

内の安全は、受付室も設けてやっており

ますけれども、全力を挙げていきたい。

そして、地域、通学路については皆さん

方の協力を得ながら守っていきたいと思っ

ています。

　私は、そういう中で今、気になってま

すのは、やはり子どもが被害に遭う事例

というのは、今日でもずっと続いてます。

大きい小さいは別にしまして、ただ新聞

等を見ておりましたら、子どもが加害者

になるケースというのが、どんどんふえ

てるような感じがします。

　そういうことから言いますと、私はや

はり、子どもたちの安全を守ると同じよ

うに、やはり学校教育の中で、義務教育

の段階から子どもたちに豊かな心を育て

る、そういう教育をさらに進めていかな

ければならないだろうと思ってます。

　それで今日、「オール摂津」で取り組

んでおります人間基礎教育も、その大き

な１つになってくるんじゃないかなと思

います。それは、子どもたちの教育、そ

れがやはり家庭、先ほど言われましたけ

れども、教育の中で家庭の占める役割も

非常に、家庭の教育力の占める役割も非

常に大きいということで、それが「オー

ル摂津」の中で、そういう人間基礎教育

も本当に人間として当たり前のルールと

いいますけれども、そういうことが地道

なそういう努力が子どもたちが巣立って

いったときに、小学校、中学校、そして

高等学校、上の段階へ行ったときに人間

性を高める、そういう心の強い人間を育

てていく、そういうことがやはり必要に

なってくるんじゃないかと。

　子どもが加害者になるということも、

どうしても避けなければならない、それ
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も大きな新たな課題だと私は思ってます。

そういうことで今後も学校、教育委員会

と学校、そしてまた地域の皆さん方と連

携しながら家庭の保護者の方とも連携し

ながら全力で取り組んでいきたいと、そ

のように思っています。

　それで、あと奈良の先ほど出されまし

た条例の件ですけれども、私はこの問題、

以前にも検討したことがありますけども、

条例、先ほど言われましたように罰則規

定がついてきます。

　私は、こういう、子どもの安全を守る

のは、あのときの議論では、条例という

よりはむしろ、私たちは子どもの安全都

市宣言ということを考えました。そうい

うことで、そのときにはもうご承知のよ

うに、これは教育委員会１つの問題では

なくて、福祉とか、いろんな部分のとこ

ろへ、あのときも議論になりましたのは、

小・中学校だけじゃなくて、幼稚園、あ

るいは保育所とか、そういう就学前の子

どもさんたちのことも見る中で、全市的

にもう一度考えていかなければならない

だろうということですから、私はこれは

市としてまだ判断は出ておりませんけれ

ども、条例化よりも、むしろやるならば

都市宣言ということで、地域の皆さん方

の協力をいただくためにも、私は罰則規

定を設けるよりも、そういう地域の皆さ

ん方に子どもたちに目を向けていただく、

１人でも多くの大人が子どもたちに目を

向け、地域で子どもたちを、地域の子ど

もたちを守る、そういう考え方から言え

ば、都市宣言の方が向いてるんじゃない

かなと、そのように私は考えてます。

○石橋委員長　川端委員。

○川端委員　ありがとうございました。

今、教育長の方からご答弁いただきまし

て、本当にそれは大事なことやと思いま

すし、人間性のある、また心豊かなそう

いう教育を目指すというご決意をお聞か

せいただきましたけども、ぜひまた、よ

ろしくお願いしたいと思います。

　こども１１０番の件に関しましてです

けども、情報の共有ということで、今、

お話をいただきました。過剰な不安をあ

おるかもしれないという、本当にそういっ

たご心配もあるかもわかりませんが、実

際にもしそういう事件、事故等がありま

したらマスコミで、テレビ、新聞等で報

道されますので、あおるというよりも現

実にそういう情報をお知らせするという

ことが、極端にそういう不安をあおるわ

けではないですけども、やっぱり事実を、

まして摂津市内で起きた我が校じゃなく

して、違う小学校、中学校でも、こうい

うことがあったという、そういう情報は

必要だと私は考えてるんですけども、そ

ういった意味で１１０番のご家庭の方に

も、そういうプリントを、どんな形かわ

かりませんけどもお渡しすることによっ

て、また頼りにされているという思いで、

また喜ばれるんではないかと思いますし、

そういった意味で１１０番のそれを掲げ

てよかったなと思ってもいただけると思

いますんで、またご協力の家庭がさらに

強い味方になっていただけるんではない

かと思いますので、またご一考いただけ

たらと思います。

　今の千里丘公民館での本の貸し出しの

件で、今、ご答弁いただきまして、でき

るだけ早い時期に貸し出しをというご答

弁をいただきました。ありがとうござい

ます。さらに図書の充実ができますよう

に、また知恵を絞っていただいて運営し

ていただきますようによろしくお願いを

申し上げます。

　学校の図書のＩＴ化の件に関しまして

は、管理をどうされているのかというこ

とをお聞きさせてもらいましたら、ご答
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弁いただきました。

　それは、本当にいいんですけども、こ

ういうＩＴ化事業も必要でしょうけども、

私は本を少しでも蔵書をふやすという、

またそういう子どもたちが縁に触れて、

すぐ手にとって、学級文庫でしたら読め

るわけですし、そういう読みたい本、ま

たほかにもどんな本があるのかという、

そういった自分のクラスの中、学級以外

の本も必要でしょうけれども、市民図書

館もございますし、鳥飼図書センターも

ありますし、いろんな形でもあるわけで

すけども、できましたら学級の文庫をふ

やす方が朝の読書運動にもつながって、

いいんではないかと思いますので、その

件だけまたご要望とさせていただきます

ので、お願いをいたしたいと思います。

　すこやかネット、地域教育協議会の件

で、今ご答弁を、基本理念を述べていた

だきました。

　本当に今現状は、各中学校区を中心に

イベントをいろんな形で、さまざまな地

域とのそういうコミュニティをつくろう

ということでされておられますけども、

何かイベントをして終わりみたいな、そ

ういうふうな、私は感をしてるんですけ

ども、今後はどんな方向で、どのような

方向で進めていかれるのか、ここだけちょっ

と、また１点、教えていただきたい。

　このままで推移するのか、またほかに

いろんな検討なり、また考えておられる

のか、ちょっとこの点だけ、今は本当に

イベントをして、それも１つの大きな教

育コミュニティ、地域とのつながりもあっ

てですけれども、そういった意味でちょっ

と今後の方向だけをお聞かせいただけた

らと思います。

　あと、小学校の統廃合の件に関しまし

ても、今、ご答弁をいただきました。

　１６年度の取り組みということについ

てのお話でございましたんですけども、

本当に、また今後も次、三宅小学校の説

明会も私も行かせていただきますけれど

も、保護者の方の不信感を取り除いてい

ただくということで、よろしくお願いし

たいと思います。

○石橋委員長　福元教育総務部理事。

○福元教育総務部理事　現在、イベント

に終始してるのではないかということな

んでございますけれども、やはり地域教

育コミュニティをつくっていくための、

今、最初の段階だと思います。

　いろんな組織が、これには入っており

ます。社会教育団体、学校、そういう中

でいきますと、今まで全く別々な活動を

していたということがあるんです。それ

をつなげていくためには、１つの何か核

になるものが要るであろうということで、

現在、学校がこれは中心になって進めて

おるということであって、その核になる

のが今はイベントだというふうに思って

います。

　しかしながら、これは当然、学校だけ

が地域の中で学校教育だけで教育が完結

するわけではございませんので、さまざ

まな地域の方に入っていただく。そこで

お互いにお知り合いになっていただくと

いうようなことで、次の発展がまた生ま

れてくるというふうに思ってます。

　ですから、参事の方が申し上げました

ように、地域教育コミュニティづくりの

理念を目指して、今後とも取り組んでい

きたいというふうに考えています。

○石橋委員長　次に、山崎委員。

○山崎委員　よろしくお願いいたします。

　概要に従ってお願いしたいと思うんで

すけども、まず１２５ページ、新入学の

用品の支給事業、これはぜひお続けいた

だきたいと思っております。

　この間、帽子とか傘の支給が打ち切ら
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れて、ご兄弟で支給された方と、そうで

ない方ができるというふうな不公平感を

持っておられる方もおられて、また今後

さらに縮小されるのではないかという不

安の声も聞かれておりますので、非常に

摂津市として特色ある、喜ばれる制度だ

と認識しておりますので、今後の方向性

なども聞かせていただければと思ってお

ります。

　それから、先輩議員から伺っていると

ころによりますと、また新しく学校運営

協議会などがつくられていくということ

ですけれども、概要の１２６ページ、小

学生の選考委員会、通学区域審議会など、

既存の委員会とか審議会の運営の中身と

意義の点で問題がないのかどうか、説明

を入れて、あわせてお聞かせいただけれ

ばと思います。

　校区審議会については、今年度もゼロ

円ということで開催されていないわけで

すけれども、話し合うべき内容が全くな

いという認識は私ども持っておらないわ

けなんですけれども、その辺のいきさつ

も聞かせていただければと思っておりま

す。

　次に、１２７ページ、教育相談事業で

効果が上がっているということで、不登

校の話、先ほどもご説明いただきました

けども、実数はちょっと挙げていただけ

なかったようなので、もしよかったらお

願いしたいと思います。

　次に、１２８ページの学校図書。ＩＴ

が進んで、整理ができて容易に探し出せ

るという効果のほども伺っておりました

けれども、学校間での蔵書の格差につい

て問題がないのかどうかご返答がなかっ

たような気がしますので、その辺もお答

えいただければと。

　あと、１４８ページの市民図書とも関

連してると思うんですけれども、そちら

でブックステーションなどを事業展開さ

れていると思うんですが、せっかくＩＴ

でデータベース化できたということです

から、既存の市民図書の分野と学校図書

のリンク、これは事業費が係るというこ

とから困難であるということも伺ってお

りますけれども、今後の推進計画から見

て、どういうふうに考えておられるか伺

わせていただければと思っております。

　また、学校図書では読書啓発という効

果を考えますと、專任の司書の配置とい

うのを制度で保障していくことが一番、

有効だと私ども思っておるんですけれど

も、いかがでしょうか。

　それから、不勉強で申しわけないんで

すけども、概略の説明だけでよくわから

なかったので、今一度ご説明願いたいも

のを羅列させてもらいたいと思うんです

が。

　１２９ページ、外国人の教育推進協議

会の補助金、これの中身。鳥飼小学校の

国際交流教室などもこの辺に入ってくる

と考えてよろしいんでしょうか。

　学校の支援社会人というものの位置づ

けもお願いしたいと思います。

　それから同じページの体育振興報償費

の中に、これはクラブの指導者というこ

とでよろしかったんでしょうか。

　次に、１３０ページ、各種支援事業。

総合教育活性化、すこやかネットなどは

詳しくご説明いただいたんですが、まな

びングサポート、わくわくスタート、そ

れから家庭の教育機能総合モデル、これ

も説明がありましたけども、もう少し踏

み込んでお願いできればと。

　家庭教育の支援事業など、歳入でもあ

りましたように、これは府の制度で行わ

れている事業なんですが、この制度がな

くなれば打ち切ってしまうということな

んでしょうか。摂津市の独自性というの
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が、どういうことになってくるのか。効

果が著しいというものは続けるという検

討がないのかどうか、この辺もよろしく

お願いいたします。

　その次のページ、５日制の推進ですか、

人権教育の研究助成などは、効果と必要

性も含めてお答えいただければと思って

おります。

　次に、１３４ページの就学援助につい

てお伺いしたいと思います。

　事務報告で２８７ページなんですけれ

ども、児童・生徒が減少する中で援助を

受けられる世帯がずっとふえ続けている

という現実があるわけなんですけれども、

これはとりわけ就学者を持つ世帯の所得

が減り続けているという現実を反映して

いるものと思います。

　その中でも学務関係諸氏頑張っていた

だいていることに敬意を表したいと思い

ます。

　昨今、一般会計での扶助費の割合とい

うのが、よく問題にされますけれども、

教育の機会均等の立場から、しっかり運

用していただきたいと思っております。

いろんな議論がある中で基準なども、こ

のまましっかり堅持していただきたいと

思うんですけれども、この援助費に対す

るお考えをお聞かせいただきたいと存じ

ております。

　次に、耐震補強工事１３６ページ、事

務報告では２７９ページになりますが、

今年度は摂津小のみになっております耐

震補強工事なんですけども、重点項目的

に、時限的に進められている事業と認識

しております。

　この中身について、どういった工事が

されたのかというようなこともお聞かせ

願えればと思います。

　そして、今年度、調査対象が、１７年

度ですけども、各校の体育館を含めて一

挙に調査の対象が広がっていると思うん

ですけれども、来年度から設計施行が一

挙に進められるということになるんでしょ

うか。

　この項目に対する事業が、補助金もあ

るんでしょうけれども大きくなるという

ことになるんだと思うんですけれども、

その辺の見通しなども聞かせていただけ

ればと思います。

　次に、１４０ページから１４１ページ、

事務報告で２８７ページの幼稚園の事業

についてお願いします。

　幼稚園の統廃合が行われまして最初の

年の決算になるわけですけれども、児童

数を減らさないという中で事業の管理運

営費も１５年度から減っていないことは

理解しておりますし、収入も変わらない

ということには理解はあるんですけれど

も、この中身について、統合されたこと

についての中身について、どのように総

括されて、統合の効果並びに不備もわかっ

てきたかをお聞かせいただきたいと思い

ます。

　幼稚園バスの運行などで、べふとせっ

つの掛け持ちなどがあったりして、いろ

いろ不都合もあったということも聞いて

おります。問題の提起と解決に、どのよ

うな努力がなされてきたかということを

お伺いしたいと思います。

　そして１４１ページの市立幼稚園の補

助については、先輩議員も取り上げて充

実をお願いしていると思うんですけれど

も、今後の方向性についても聞かせてい

ただきたいと思います。

　次に、１４９ページの文化財保護と啓

発活動についてですが、大いに推進して

いただきたいという立場なんですが、文

化財保護と展示に対するお考えを伺いた

いと思います。

　文化財保護の費用、もっとあってもい
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いような気がするんですけれども、市民

の方から伺ったんですが、このたび吹田

の操車場の跡地から遺跡や遺物が多く発

掘されて、大阪府が保存していると。

　これは摂津市が引き取りを申し入れれ

ばお渡しできますよということなんです

けれども、市民がこちらに申し入れたと

ころでは、展示場所もケースもないから

難しいというようなお答えがあったと聞

いておりますけれども、摂津市から出て

きた、せっかくの遺物ですから、大いに

啓発のために市民に見てもらうというこ

とは意義があると思うんですけれども、

いかがでしょうか。

　次に、１５４ページ、スポーツの振興

事業と１５５ページの施設器具の具体的

な中身についてお願いしたいと思います。

　何か古くなったものも、いろいろある

ということをお聞きしておりますが。

　それから、同じ１５５ページの温水プー

ルの管理事業なんですけれども、着替え

る時間が施設利用の時間に含まれて不公

平感を持たれる方があるという問題につ

いては、これまでも先輩議員も取り上げ

たとのことなんですけれども、運用の柔

軟性を持たせるということについて引き

続きお願いしたいと思っております。

　来年度から時間制限が変わるというよ

うなことで、不満の出ないように、ぜひ

お願いしたいと思います。これについて

のお考えをお聞かせいただきたいと思い

ます。

　以下、項目的にどこに分類したらいい

のかわからなくて、ページ数は申し述べ

ませんけれども、教員配置の件で、不勉

強で申しわけないんですけれども、先日、

小学校の統廃合の説明会で小規模校には

加配が難しいというふうなお答えがされ

ていたように思うんですが、小規模校へ

の加配の不都合な点というのをもう一度

ご説明をお願いできればと思います。

　それから、先の話なんですが、１９年

度から本格実施ということで、障害者、

ＬＤ、ＬＤＨＧのいろいろハンデを持た

れた児童を対象に特別支援教育が模索さ

れていると。モデル事業なども行われて

いるということなんですが、その準備に

１９年度からということですから、入っ

てもおかしくない時期だと思うんですけ

れども、障害児教育に力を入れている摂

津市としては、いかがでしょうか。

　１２６ページの介助員以外に障害児の

支援事業が今どうなっているのかをお聞

かせいただけないかと思います。

　各学校で障害児を受け入れるとなると、

それに伴う設備、装具、準備、人員も含

めて、いろいろ必要になってくると思う

んですけれどもどうでしょうか。

　そして、今、就学前の障害者、児童に

ついてお調べになっているのかどうか、

そういう計画を持っていらっしゃるのか

どうかも、できる範囲でお聞かせいただ

きたいと思います。

　最後に、卒業式、入学式の指導につい

て教育常任委員会でたびたび取り上げら

れる問題だと認識しておりますので、一

言、共産党の議員として述べておきたい

と思います。

　日の丸・君が代については、歴代の文

部科学大臣、表明されているように押し

つけを行ってはならない。内心の自由を

保障するという立場を逸脱することのな

いようにご指導をお願いしたいと考えて

おる次第です。

　教育における最も基本的なことだと、

内心の自由というのは、おりますので、

よろしくお願いいたします。

○石橋委員長　暫時休憩いたします。

（午前１１時５２分　休憩）

（午後　１時　　　　再開）
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○石橋委員長　再開いたします。

　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　総務課にかかわ

りますご質問について、お答えいたしま

す。

　まず、新入学用品の支給事業の件でご

ざいます。今現在、ランドセルを新入学

用品として支給いたしておりますが、こ

の事業につきましては平成１５年に行革

の一環で見直しということでなりまして、

それまでお配りしてた体操服であるとか、

そういった分につきましては、この時点

で一応、見直しになりまして、今現在、

ランドセルを給付する事業が残っている

と、そういうことでございますので、よ

ろしくお願いいたします。

　それから、耐震工事の内訳ということ

でございます。耐震工事につきましては、

平成１６年度、繰越明許費で措置をいた

しておりました。これにつきましては、

全額繰り越して１７年度に事業をいたし

たものでございますが、この経過につき

ましては当時、大阪府を通じて国の方が

年度末になりまして、国の耐震工事の補

助額が若干あるので、それについて予算

措置する場合は補助を優先的に措置する

と、そういう通知でございましたので、

私ども、もともと１７年度に予算要求を

する予定をいたしておりました摂津小学

校の耐震工事につきまして、３月の補正

で明許繰越で組むということの予算にし

まして、国の補助額を確定させて事業は

翌年度に繰り越したと、そういう内容で

ございますので、よろしくお願いいたし

ます。

　それから、幼稚園の統合したことによ

り、どういった効果が上がったのかとい

うことでございますが、予算措置いたし

ております分につきましてお答え申し上

げますが、ご存じのように、４園あった

ものを３園に統合したということで、運

営経費が節減されております。この幼稚

園につきましては、一定、行革の取り組

みということで節減ということがござい

ましたので、そういった取り組みをさせ

ていただきました。

　その結果といたしまして、幼稚園に係

る運営経費、人件費も含めてでございま

すが、１５年決算と１６年度決算を比較

する中で、例えば人件費ですと９７５万

１，０００円の減額、光熱水費ですと５

１万２，０００円の減額ということで、

それぞれの運営経費のところで、そうい

う節減効果があらわれていると、そのよ

うに評価いたしております。

○石橋委員長　木下生涯学習課長。

○木下生涯学習課長　それでは、文化財

の保護のご質問につきまして、山崎委員

の質問につきましての内容につきまして

は、今回、今現在、工事、調査もやって

おります府道拡幅工事に伴う発掘の件だ

と思いますが、その件につきましては、

今、大阪府教育委員会の方で調査してい

る最中でございまして、その調査報告が

今年度末にめどを立てておられるようで

すので、それ以降、出土品についての市

への移管手続については、また来年度以

降、していきたいというふうに考えてま

す。

　それと、ご質問の趣旨で、平成１６年

度で出土品の展示等の実績につきまして、

事務報告書の３３３ページに記載してお

りますが、文化財の展示の中で、これは

昭和６２年に出土されました明和池遺跡

の展示でございますが、平成１６年度に

展示、皆さん、市民の方に公開できるよ

うな展示を７年ぶりの里帰り展としてし

た実績はございます。これにつきまして

も、大阪府教育委員会に、それまで遺物

を保管しておられましたが、平成１６年
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３月に保管変更の申請手続をした後に、

摂津市にこの出土遺物を移管した上での

話での展示でございました。

○石橋委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、学校

教育課にかかわるご質問、１１点ほどご

ざいましたので、お答えさせていただき

ます。

　まず、学校運営協議会と校区の通学区

域の審議会のことでご質問があったよう

に思いますが、学校運営協議会と申しま

すのは、平成１６年９月に国の地方教育

行政の組織と運営に関する法律の一部を

改正する法律が施行されたものに伴い、

創設されたものでございます。

　現在、摂津市では、また摂津市教育委

員会では、この学校運営協議会を設置す

る予定はございません。

　したがいまして、通学区域審議会との

関連もないものでございます。

　続きまして、２点目に各学校の図書の

蔵書数の格差の問題をご指摘いただきま

したが、これにつきましては、午前にも

答弁させていただきましたが、各学校の

廃棄等の方法によって蔵書数に差がある

ものと、また学校規模によりまして、そ

の予算基準に合わせて蔵書を購入してお

りますので、そういった形の仕組みを持っ

ておりますので、ご理解をお願いをした

いと思います。

　それから、３点目に学校図書の専任司

書教諭の問題でございますが、ご存じの

ように学校の司書教諭は現在専任ではご

ざいません。各教員とも学級担任等を含

めた兼任の仕組みになっておりますので、

望ましい配置の仕方としては、専任の司

書教諭でございますが、現時点で文部科

学省の方の来年度から配置をされる第８

次の教職員の配置を見させていただいて

も、これについては可能性が極めて乏し

いと認識をしております。

　続きまして、教育相談等の数というこ

とで、不登校の実数というふうにご理解

をさせていただいてよろしいでしょうか。

　それでは、本市の不登校の現状でござ

いますが、少し年次を追って数字を上げ

させていただきます。

　小学校について、まず述べさせていた

だきます。平成１３年からの資料が手元

にございますので、小学校では平成１３

年が５１名、１４年が４３名、１５年が

３７名、１６年が３４名と、減少傾向に

ございます。

　続きまして、中学校についてお示しを

します。中学校につきましては、平成１

３年が１２８名、平成１４年が１２０名、

平成１５年が９９名、平成１６年が９５

名でございます。

　続きまして、在日外国人教育推進協議

会についてのご質問にお答えをします。

　在日外国人教育推進協議会につきまし

ては、平成２年に設けられました摂津市

在日外国人教育基本方針に基づき、設置

をされている協議会でございます。

　現在は、大きく国際理解教育という国

際化が進展し、国際的な相互依存が深ま

る中で諸外国の異なる文化への理解を進

め、コミュニケーション能力を高める国

際理解教育の大きな中の１つとして、在

日外国人教育については、異なる文化・

習慣・価値観等を持った児童・生徒がお

互いに違いを認め合い、本人のアイデン

ティティを保ちながら自己実現を図るこ

とのできるよう取り組む教育として推進

をしております。

　鳥飼小学校等についての教室のお話に

ついては、これにつきましては、在日外

国人教育ももちろんですが、さらに大き

く広い意味で国際理解を深める教室とし

て、教室をつくられているというふうに
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聞いております。

　続きまして、５点目に、学校社会人指

導者の活用事業についてご答弁させてい

ただきます。

　これにつきましては、広く優れた知識

や技能を有する多様な人材を学校教育に

活用することにより、児童・生徒に感動

を与え、学習意欲や将来への夢を育むた

めに設けられた事業でございます。

　平成１６年度につきましては、１７名

の方に小・中学校の方に来ていただきま

して、そういった専門家の指導を受ける

ことにより、児童・生徒への興味関心を

深め、豊かな信条と情操が育成された事

業でございます。

　続きまして、６点目、学校体育振興事

業についてご答弁させていただきます。

　この事業は、市の事業といたしまして、

中学校の部活動に指導者を派遣する事業

でございます。

　指導者を部活動の顧問の指示のもとに

トレーニング等の専門的、かつ高度な技

術指導や審判等、ルールに関する助言や

指導を行っていただいております。

　平成１６年度につきましては、各中学

校に２名のそれぞれ専門の指導者を派遣

させていただきました。

　続きまして、わくわくスタート事業に

ついてお答えさせていただきます。

　これは府の方の１０分の１０の事業と

いうことで、幼児や保護者の小学校生活

への不安を解消して、また期待を持たせ

るための取り組みを行うことにより、小

学校の入学当初から学校生活や学習活動

をスムーズにスタートができるように取

り組んだ事業でございます。

　これにつきましては、すべての小学校

に事業を展開していただきまして、例え

ば幼・小交流会、幼稚園と小学校の交流、

幼・保、保育園との交流。

　それから、６年生が幼稚園や保育所を

訪問した交流、またお話会や発表会、運

動会に幼児を招待した事業。

　保護者につきましては、入学説明会、

講演会等にこの費用を使わせていただい

たところでございます。

　続きまして、まなびングサポートにつ

いてお答えします。

　この事業につきましても府の事業とい

う形で、学校が行う教育活動をより充実

させることをねらいとして、大学生をサ

ポーターとして各学校に派遣する事業で

ございます。

　大阪府教育委員会と協定をしておる大

学の学生をサポーターとして活用を行っ

た事業で、平成１６年度につきましては、

計２５２回のサポーターを各小中学校に

配置をし、学習の指導、また児童・生徒

の相談や遊び相手になることで、それぞ

れよりよい効果があったということとし

て報告をいただいております。

　続きまして、土曜つながりの推進事業

についてご説明をさせていただきます。

　この事業につきましては、第２土曜日

の年間５回でございますが、障害のある

児童・生徒を対象とした行事を行うこと

により、地域に住む子ども同士の交流や

保護者との交流を図り、子どもたちの経

験を広め、積極的な態度を養い、社会性

や豊かな人間性を育むことをねらいとし

て実施をさせていただきました。

　最後に、府の事業が効果があれば続け

るのかということについては、これまで

も積極的に意義のある事業につきまして

は、市の財政の方にもお願いをして、可

能なものは継続をしていただくように努

力をしております。

○石橋委員長　西村人権教育室長。

○西村人権教育室長　人権教育室にかか

わりまして、人権教育研究会助成事業の
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効果と必要性ということにかかわりまし

て、ご答弁申し上げます。

　人権教育研究会は、摂津市の幼稚園、

小学校、中学校に勤務する教職員で構成

されておりまして、人権教育の研究を担っ

ていただいている団体です。そこに補助

をさせていただいているということで、

役割といたしまして、１つ目には、人権

教育のさまざまな課題別の研究。

　２つ目に、人権教育の方法的研究、具

体的には人間関係づくりであったり、あ

るいは今日、学習形態としての参加型体

験学習のあり方、あるいは学力保障や授

業の改善、あるいは総合的な学習の時間

を活用した人権学習のあり方等、方法的

な研究。

　３つ目に、人権教育にかかわる連携の

課題ということで、幼・小・中の縦のつ

ながり。あるいは、地域や機関との連携

の課題。

　４つ目に、今日的課題ということで、

いじめの問題、あるいは不登校の問題、

児童虐待の問題というのを人権教育の観

点から、どのように学校体制を含めて取

り組んでいくのかというふうな多岐の役

割がございます。

　これらを推進していくために、１つ目

にはさまざまな研修会、学習会の開催、

それから各種研究大会への参加。さまざ

まな実践事例をお互い学び会う機会とし

ての研修の機会。

　それから、研究活動ということで、６

つの専門部会の開催。

　それから、啓発活動ということで、毎

年、人権集会の折に、市の人権啓発推進

協議会と共催いたしまして、人権啓発作

品展ということで、文化ホールで開催さ

せていただいております。その結果をま

た作品集という形で冊子にまとめており

ます。

　以上のような取り組みの中で、さまざ

まな成果も上げられてきています。

　昨年度で言いますと、１つは子どもた

ちの人間関係をもう一度、洗い直そうと。

いわゆる自分の感情をうまく表現できな

い中で、さまざまなトラブルが発生して

いる。その中で感情の問題をどう扱うか

ということで、コミュニケーションカー

ドということで、気持ちを伝え合う１つ

の取り組み、それの研究で実践を広めて

いただきました。

　あるいは、入門期の文字指導というこ

とで、幼稚園と小学校との交流会を積み

重ねる中で丁寧な入門期の文字指導が必

要であるというふうな研究成果も上がっ

ております。

　そのような、そのときそのときの課題

に応じて研究活動をしていただいている

ことが学校の人権教育の推進に寄与して

いるものということで助成をしているも

のでございます。

○石橋委員長　田橋学務課長。

○田橋学務課長　学務課に関する質問が

５項目ほどありましたので、お答えさせ

ていただきます。

　まず、校区審議会をなぜ開催していな

いのかというのと、開催しないで問題が

なかったのかというご質問でありますが、

この件につきましては、まず平成１３年

５月に適正配置審議会というのが設置さ

れました。

　この委員の中には、１２校区の通学区

域審議会の委員の方もすべて入っていた

だいた中で昭和５７年度に児童数が１万

３２３人から平成１３年には児童数が４，

４４２人になっているという状況の中で、

小学校の統廃合による方法と、校区を見

直す校区変更による方法とで小規模校の

解消を図る検討をしていただきました。

　適正配置審議会では、校区変更は単な
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る児童の平準化をするだけで小規模校の

根本的な解消は図れないという結論にな

り、統廃合をするべきという答申をいた

だいた中で、教育委員会が保護者に答申

の説明をしている時期に通学区域審議会

を開催することは、保護者に対して混乱

を招く恐れがあるというような意見もあ

り、平成１４年から１６年までは適正配

置の説明会を優先として通学区域審議会

は開催しておりません。

　また、開催しないでも問題がなかった

かという質問でありますが、通学区域審

議会は教育委員会の諮問に応じて通学区

域について調査審議をしていただき、意

見を答申していただくものでありますか

ら、平成１７年度の統廃合の条例案につ

いて、一定の判断がなされるまでは教育

委員会からの通学区域審議会の諮問はし

ませんので、問題は起こらないと思って

おります。

　次に、２番目の質問で就学援助の今後

の考え方ということなんですけれども、

就学援助制度自体は少子化が進む中で子

育て支援の関係から、保護者の負担を軽

減する重要な制度だというのは十分に認

識しております。

　しかし、また１億３，０００万円あま

りの財政的な負担があるのも、これはま

た事実でございます。

　この制度につきましては、準要保護世

帯の認定基準が補助単価の見直しについ

ては、本市財政状況や国の三位一体改革

により、平成１７年度、準要保護世帯に

かかわる補助金は一般財源化するという

ことで、そういうことも考えた中で教育

福祉にかかわる市全体の補助費の見直し

ということが再検討する中で制度設計の

検討をしていかなければならないと考え

ております。

　次に、３番目に、幼稚園の統合をして

１年たつが、教育の充実というような意

見の中で学務課に関するものについてお

答えさせていただきます。

　みやけ、せっつ幼稚園の統廃合によっ

て、１年たった後の効果についてであり

ますが、この幼稚園の統廃合の第一の目

的は、幼稚園の待機児童の解消を図ると

いうのが１つあります。

　また、次に４歳児の３５人学級から３

０人学級、５歳児の４０人学級から３５

人学級にするのも大きな目的の１つであ

りました。

　入園時の待機児童の状況でありますが、

統廃合する前の１４年には待機者が４０

人、また１５年には待機者が２７人おら

れました。それで、統廃合してからの平

成１６年の入園状況ですが、１５年１０

月の応募抽選時には１３名の待機者がお

られました。

　しかし、近年の高校入試でもあります

ように、幼稚園も私立との併願というよ

うな申し込みでしてこられる保護者の方

がたくさんおられます。

　実際には、私立幼稚園の方が時期的に

後になりますけども、そちらの方に入所

できるということで公立幼稚園の方を入

園辞退ということで生じてきましたので、

実際には１６年の入園者の待機児童とい

うのは、結果的にはなくなっております。

　また、１７年、１８年につきましても、

待機園児は生じておりません。

　次に、統廃合によって不都合が幼稚園

バス等であったかどうかという質問なん

ですけれども、統廃合するときに幼稚園

バスについては、今まで、みやけ幼稚園

に通園バスが配置しておりました。統廃

合するときに、せっつ幼稚園はもともと

園バスがありませんでしたので、みやけ

の園バスをせっつ幼稚園に持っていくと

いうことで、教育委員会からは１キロ以
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上の場所については園バスを走らせると

いうことで、保護者との話し合いの中で、

どうしても７００メートル以上の保護者

の人が乗せてほしいというような話し合

いがあって、そのままそれで保護者会と

の合意になって、園バスを走らせたわけ

なんですけども、その中でせっつ幼稚園

のバスをみやけ幼稚園にそのまま持って

きております。

　べふ幼稚園は、全部の校区は１回でバ

スがいきますので、その一部については

せっつ幼稚園に回ってもらうというよう

な取り扱いをしてましたが、ことしの夏

に保護者会から、もともとの教育委員会

が統廃合のときに示した１キロの範囲で

園バスをもう一度配置転換してほしいと

いう要望が、保護者全員からということ

で保護者側から上がってきております。

　その中で、平成１９年度からは１キロ

以上の保護者に対して園バスを走らせる

ということで、実際せっつ幼稚園に走ら

せてるバス３便のところを２便にすると

いうことで、ことしの募集要項にも明記

させていただいております。

　次に、私立幼稚園の保護者補助金につ

いての方向性でありますが、この保護者

補助金の補助金自体は市の単独事業であ

りますが、保護者の負担軽減ということ

で幼稚園の就園奨励費補助金との合わせ

ての、セットでの補助金ということで保

護者補助金は考えております。

　そこで、就園奨励費補助金が毎年、国

の基準で補助基準が変わる中で、保育水

準によっては公私立間の保育料の逆転と

いうような、所得階層によっては生じて

おります。そのため、補助単価とかの見

直しについては、今度、制度設計全体を

十分に検討していくということでご理解、

よろしくお願いします。

○石橋委員長　奥田生涯学習部長。

○奥田生涯学習部長　それでは、体育振

興に関するご質問にご答弁申し上げます。

　体育施設器具費の平成１６年度購入分

といたししまては、鳥飼体育館で使用い

たしますテニス支柱４万７，７７５円、

味生体育館トレーニングルームのトレー

ニング機器トレッドミル７１万５，００

１円、スポーツ広場で使用するサッカー

ゴール３９万９，０００円が主なもので

ございます。

　続きまして、温水プール使用料につき

ましてでございますが、現在、１時間以

内単位でございますが、市民ニーズを勘

案しまして、１時間を超える３０分以内

ごとを新たに加え、１時間を超える利用

は３０分単位とする改正を本年の第１回

定例会に上程、可決いただいたところで

ございます。

　なお、実施は平成１８年４月１日から

でございます。

○石橋委員長　石田教育総務部参事。

○石田教育総務部参事　ご質問の市民図

書館と学校図書館の蔵書管理のリンクに

ついてお答えいたします。

　昨年度、学校図書館をＩＴ化するにあ

たり、市民図書館と学校図書館との間で

相互検索ができるようにと調査研究をし

てまいりました。

　その結果、市民図書館では、摂津市独

自のシステムを採用している点と、イン

ターネット等の通信回線の点で互換性を

もたせることはできないという結論に達

しました。

　ただし、少なくとも市内の各学校間で

の相互検索は必ずできるようなシステム

を探し、現在のシステムを採用するに至っ

ております。

　現状では、市民図書館と学校図書館と

の間でシステムの共有はできないという

ことをお答えさせていただきます。
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○石橋委員長　福元教育総務部理事。

○福元教育総務部理事　卒業式、入学式

の国旗・国歌の件でございますけれども、

これは従前からお答えをいたしておりま

すけれども、国旗・国歌の指導につきま

しては、今後とも学習指導要領に則り、

適切に指導をしてまいりたいと考えてお

ります。

○石橋委員長　山崎委員。

○山崎委員　また順番に、上からいきた

いと思いますが、新入学用品の支給事業

の話は、よくわかりました。ぜひ、今後

もしっかり頑張っていただきたいと思い

ます。

　その次、校区審議会が開かれなかった

理由で、適正配置を決めた上で通学審議

会を開くのは混乱を招くということでお

答えいただきましたけれども、この間、

適正配置の分野でも小規模校が思わしく

ないと、よくないという認識で頑張って

いるということでしたので、この間、緊

急的に審議も行って、学校間のバランス

をとるというようなことも考えるという

ことを審議するということすら必要なかっ

たのかというのが私どもは疑問に思って

おるわけなんですけれども、統廃合が決

まらなければ前に進まないというような

状態では、おかしいのではないかと。

　小規模校を解消しなくてはならないと

いう課題を目の前にしてあるということ

であれば、当然、校区についてもその時々

において審議されるということも必要だっ

たんではないかと。

　現に吹田の方では、もう、所々という

か、校区の審議で改正をされるというこ

とも聞いております。そういった方向も、

どうして出てこなかったのかということ

をもう一度お聞かせいただければありが

たいかと思います。

　不登校の実数、ちょっと聞かせてもらっ

て、ああ、あるなということを思ったわ

けなんですけれども、ぜひともご家庭の

協力なども必要だとは思いますけれども、

ぜひ不登校の実数、今後も頑張って減ら

していただきたいと思います。

　それから、ＩＴのせっかくのデータベー

ス化、今、できないということじゃなく

て、今後どうしていくかと、何かお考え

があればお話を伺いたいと思います。

　それから、司書の問題ですけども、ご

答弁でも専任が一番いいということを認

識していらっしゃるというご答弁もあり

ました。

　国の制度では配置できないということ

であれば、独自で先鞭をつけていくとい

うような専任の方がいいという認識であ

るならば、そういった形もご検討いただ

けないかと思います。どうかと思います

ので、よろしくお願いいたします。

　国際交流とか外国人の、歳入でもいろ

んなことで事業を展開されているとお聞

きいたしまして、それからこの効果のあ

るものは続けるよう努力するという前向

きのご検討もいただきまして、ありがと

うございます。

　ぜひとも摂津の子どもたちがすこやか

に成長していただきますように、頑張っ

ていただきたいと思います。これは、こ

れでいいかと思います。

　就学援助について、一般会計に一般財

源化していくという方向で見直しもとい

うことなんですけれども、ぜひともこの

援助費は今、家計が苦しいというお子さ

んがいっぱいいらっしゃる。高校への進

学なんかでも、お金のなさで進学をあき

らめるというような方がいらっしゃる中

ですから、ぜひとも実態を踏まえて基準

などもしっかり堅持して頑張っていただ

きたいとお願いしたいと思います。

　それから、耐震補強についてですが、

－ 32 －



これは私、１回目の質問で、緊急で１７

年度の分で摂津小学校だけ出てきたとい

うことなんですけれども、今後、その時

限的にまた出てくるということ、出せる

と思うんですけども、今後の見通しをも

う１回聞かせてもらえればありがたいと

思います。ほかの部分ですね。

　それから、幼稚園の事業について、い

ろいろ運営経費削減できたということも

お聞きしました。そこで、このときに統

廃合すれば幼稚園の授業教育の充実がで

きるというお話で統廃合されたと思うん

ですけれども、この充実の点でどうであっ

たかという総括の方ももう一度お願いで

きればと思います。

　幼稚園バスについては、ご父兄のご希

望をしっかりとらえてやっておられると

いうことですので、ぜひよりよい運行の

方をお願いしたいと思います。

　それで、あと幼稚園の統廃合で待機児

童が減ったというような数字を上げてご

答弁いただきましたけれども、小学校の

統廃合の説明会ででも幼稚園の保護者の

方からお聞きしましたけれども、みやけ

幼稚園がなくなって、遠くなって、待機

児童が減ったというより、希望者そのも

のが減ったんだというお話を、あきらめ

たんだという話を聞きました。

　そういった私学への流入ということも

あるんでしょうけれども、ぜひとも希望

者がしっかり幼稚園に通えるような制度

の保障というのをぜひとも考えていただ

きたいと思っております。

　それから、文化財保護の方については

一応ご努力いただいているということで

お聞きしました。こういった遺物の展示

もやられているということで、いいかと

思います。ぜひとも今後も多くの文化財

を摂津市で管理して展示していただけま

すようにお願い申し上げます。

　それで、小学校の加配の件はちょっと、

まだご説明いただいてないんじゃないか

と思います。どうして小規模校が難しい

のかという点、もう一度、お願いしたい

と思います。

　それから、その後の障害者の特別支援

教育の分でご説明、ご答弁、１６年度の

分はないということを言われたと思うん

ですけども、事務報告の２９９ページで

すか、障害者の特別支援教育のことに関

しても人権問題の研究事業などで８月の

２回、１２月の１回を取り上げられてＡ

ＤＨＤの子どもたちなんかの取り扱いと

いうか、支援をどうするかというような

ことをよく話し合っていただいていると

思うんですけれども、これに関して準備

というか、費用、効果というか、されて

いないのかということをぜひまたもう一

度お聞かせいただければと思っておりま

す。

　２回目は、以上です。

○石橋委員長　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　私の方から統廃

合に関係する分がありますので、ちょっ

とお答えさせていただきますので、よろ

しくお願いいたします。

　通学区域審議会と統廃合の審議会との

関係をお問いでございましたので、再度

お答えさせていただきます。

　平成１３年５月２８日に摂津市教育委

員長から適正配置審議会の会長さまへ諮

問いたしました。その諮問の中身で市立

小学校及び中学校の適正規模、適正配置

に関する事項。２番目に、市立小学校及

び中学校の通学問題に関する事項。３番

目に幼稚園ということでございまして、

この適正配置審議会の中には校区の通学

の問題も含めて審議していただくという

ふうになっております。

　したがいまして、先ほど田橋課長から
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言いましたように、この審議会の委員さ

んには、すべての校区の通学区域審議会

の委員さまに入っていただいたと、そう

いうことでございますので、私どもはこ

の１３年から１４年にかけての審議会の

中で通学区域のことも含めて適正配置を

どうするかという議論をしていただいて

答申をいただきましたので、その間、通

学の問題について何もしなかったという

ことではございませんので、よろしくお

願いしたいと思います。

　それと、耐震のことでございます。私、

先ほど１７年に繰り越した分は言いまし

たが、１８年以降というご質問がござい

まして、その点抜けておりましたので、

改めてお答え申し上げます。

　今後の見通しでございますが、基本的

には今現在つくられておる耐震化計画に

基づいて行うわけでございますが、しか

しご存じのように国の三位一体改革の中

で、この耐震の補助金につきましても今

現在、見通しがつかないということで大

阪府から来年度につきまして、事業につ

いての補助金がつくかつかないはわから

ないと。今現在、わからないと、そうい

うふうな府の回答になっております。

　そうはいっても、私どもは実は、これ

は１６年度の決算から外れますが、１７

年度、今年度に鳥飼西の耐震の実施設計

を組んで予算執行いたしておりますので、

そういう意味であれば１８年度には鳥飼

西の耐震の工事をしていくと、そういう

計画になっております。

　それから、幼稚園の統合につきまして、

一定、成果云々の話の中で、定員のこと

でございますが、先ほど田橋課長がいい

ましたように、やはり待機児童をなくす

ということでございまして、幼稚園教育

の中では、やはり待機児童を減らすとい

うのは、これは喫緊の課題でございまし

た。したがいまして、そのことを充実す

べく統合させていただいた中で、従前、

統合まではそれぞれの学校で４０名定員

でございましたが、統合によって９０名

定員にして待機児童をなくしたと、そう

いう充実をさせていただいているという

ことでご理解いただきたいと思います。

○石橋委員長　前馬学校教育課参事。

○前馬学校教育課参事　小規模校の加配

がなぜ配置が不都合なのかというご質問

に対して、ご答弁申し上げます。

　公立小中学校の教職員配置の仕組みで

ございますが、まず公立義務教育小学校

の学級編成及び教職員定数の標準に関す

る法律、義務標準法と申しますが、その

法律によって各学校の学級数を基礎とし

て教職員の配置数が算定されます。

　例えば小学校の場合ですと、学級数が

２２以上ございますと、担任プラス担任

外、担任を持たない先生の配置３ござい

ます。

　学級数が１３以上、２１以下ですと、

担任プラス担任外が２、学級数が１２以

下になりますと、担任プラス担任外１と

いうことで、学校の規模が小さくなれば

配置数そのものが減ります。担任外の数

か減るというふうに、担任を持たない先

生が減るとお考えいただいたらいいと思

います。

　配置は、これに加えて公立義務教育小

学校教職員定数配置改善計画等に基づい

て教育課題等に対応する配置、これを加

配といいますけども、それがございます。

その加配なんですけれども、これは学校

規模の大きい小さいで配置されるわけで

はございません。本市におきましても現

在、１２学級以下の２小学校についても

少人数指導に対応するといった形で加配

はされております。

　したがいまして、加配といいますより
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も、担任を持たない担任外の先生の数が

小規模校では少ない、このようにご理解

いただければと思っております。

○石橋委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、２点、

学校教育課の方でさらにお答えしたいと

思います。

　専任の司書教諭検討の件でございます

が、これは残念ながら摂津市の規模では

専任の司書教諭を雇用するということは

極めて困難だという認識を持っておりま

す。

　続きまして、特別支援教育につきまし

てご答弁をさせていただきます。

　この特別支援教育につきましては、大

阪府、摂津市も含みまして、いわゆるＬ

Ｄ、学習障害と言われるお子さん、ＡＤ

ＨＤ、高機能自閉症等の総合的な教育支

援体制の整備を図るために現在努力をし

ておるところでございます。

　摂津市におきましても、小中学校に校

内委員会を組織し、特別支援教育のコー

ディネーターといいますか、特別支援コー

ディネーターを中心とした指導体制づく

りを進めているところでございます。

　また、専門家チーム、巡回相談等を組

織して学校外からの支援が必要な場合も、

それぞれの地域の特色を生かしながら適

切に対処できる体制の確立に努力をして

いるところでございます。

○石橋委員長　石田教育総務部参事。

○石田教育総務部参事　市民図書館と学

校図書館との間の相互検索について、再

度お答えいたします。

　現状では、市民図書館と学校図書館の

間でのシステムの供用はできないという

ことですが、少しでも図書館教育が充実

するように検討することは進めていきた

いと思っております。

○石橋委員長　山崎委員。

○山崎委員　耐震補強の鳥飼西の工事も

やっていかれるということをお聞きしま

した。

　私、３回目になりますから、ちょっと

まとめて話させてもらいますけども、共

産党の議員として、予算は反対してても

決定された予算というのは、市民のため

にしっかり運用していただきたいという

立場でお話させていただくわけでござい

ますけれども、まず先ほど司書の話なん

かでも摂津市の規模では難しいというよ

うなことも言われてましたけれども、教

育というのは国を育てる根幹とも言える

事業でありますから、今、国が地方へ責

任を、財源もともに移譲してやろうとし

ている今、自治体がしっかりその辺の観

点を持って教育を守っていくという立場

をやっていかないといけないと思ってお

りますんですが、そういう意味で国への

財源も当然要求しながら頑張って教育の

責任を果たしていただくことが、より重

要になっていると思います。

　教育事業に携わる職員の皆さんが、こ

の立場で摂津市の教育を発展させる展望

を持って子どもたちのために頑張ってい

ただけるようにお願い申し上げます。

　最後に、特別支援教育の説明をいただ

きましたけれども、これから入学されて

くるという子どもさんの障害の程度とい

うか、実態なんかも調査なさってるのか

だけ最後にお聞きいたしたいと思います。

○石橋委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、再度

答弁をさせていただきます。

　就学前のお子さまの把握につきまして

は、教育委員会といたしまして５月の広

報で就学相談を行う案内をし、また７月

には市立の幼稚園、保育所等で保護者あ

てに就学相談のお知らせのプリントの配

布、私立幼稚園についても同様の情報提
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供をしていただいております。

　８月下旬から就学相談を随時実施する

ことにより、就学前のお子さまについて

は、教育委員会としてその時点で把握を

しておるところでございます。

　障害のあるお子さまについて、就学指

導相談という事業を行っておりますので

今、お答えしました就学相談というのは、

障害を持っているお子さんということで

ご理解をお願いしたいと思います。

○石橋委員長　以上で山崎委員の質問を

終わります。川口委員。

○川口委員　質問しようと思っておりま

した、わかったものについては省いてい

きますので、よろしくお願いいたします。

概要に従ってお聞きします。

　１２５ページの校務員の共同研修事業。

今、全小学校あるいは全中学校を校務員

の皆さんが連携を組んで、いろいろな環

境整備などをしていただいていると思う

んですけれども、具体的な作業の内容、

それから基準、一体どの辺までをやって

よいとされているのか。皆さんの判断で

しているのか、部会とか、そういうとこ

ろで判断されているのか、そこをお聞き

しておきたいと思います。

　文書集配業務ですけれども、先ほどの

これまでも何回か質問させていただいて、

前に事故があったときに高齢の方が一人

でお留守番していて、事故のときに対応

ができるのかということで、前に改善を

申し入れてるんですけれども、この文書

集配業務、先ほどの千里丘公民館などの

図書の借りることも電話で予約をしてで

きるようにしたいというような答弁があっ

たわけです。ずっと、千里丘公民館での

図書の貸し出しは、バーコードスキャナ

とか、そういうのも提案しながら借りる

ことも、この文書集配業務の委託、この

方を利用して、やればいいんではないか

と、そういうふうに提案をしてきました。

　多分、この方が図書の方もやっていか

れるとは思うんですけれども、そのロー

テーションも含めて安全対策、そういう

点でも心配はないのか。その辺のところ、

どのように相談されているのか。先ほど

の答弁も含めて、このことと関連すると

思いますので、お聞きしておきたいと思

います。

　安全対策事業ですけれども、今、多く

の地域の皆さん、それからシルバー人材

センターの皆さんとか、本当にそれぞれ

の学校でいろいろな協力で頑張っていた

だいております。これについては、今後、

まだ見守っていたいと思っておりますけ

れども、防犯ブザーの件についても同じ

ようにいろいろお聞きをしてたんですけ

れども、やはりこういうことを、本当は

使うことがないような、そういう取り組

みが必要だと思うんですけども、これに

ついても充実していけるように、もうす

ぐ、１年たつわけですけれども、いろい

ろな現場の方の意見を聞いていただいて、

改善できるところは改善をすると。そう

いうことでやっていっていただきたいと、

そういうふうに思います。

　１２６ページの通学区域審議会のこの

問題なんですけれども、諮問をするとい

うことであるので、このことについては

審議会を開いてこなかったということで

ありましたけれども、この間にいろいろ

説明をやってこられたわけですけれども、

どのような説明で質問が出たら、先ほど

馬場さんの方で質問が出たら持ち帰って

協議をして、またこの間、それを返して

きたと、そういうふうにこの間の取り組

みとしてはおっしゃってたと思うんです

けれども、かなり先ほど川端委員がおっ

しゃったように大変な不信感が生まれて

おります。この時点になりましてね。
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　大変、事務局としても努力をしてこら

れたと、そういうことだとも思うんです

けれども、この点についてのこの間の経

過、本当に十分、きっちり返すとか、そ

ういうことができてきたのか、そういう

構築ができてきたのか、その点について

お聞きしておきたいと思います。

　障害児の介助員賃金の問題です。これ

も、ずっと取り上げてきてるんですけれ

ども、９人分の予算が出てるわけですけ

れども、先ほどの特別支援教育の問題と

含めて、養護学級のクラスの配置の問題

とか、ある学校ではＬＤとか、そういう

多動性の問題とか、そういうことでも、

かなり先生たちが大変苦労をされておら

れると、現場が大変だと思ってるんです

けれども、この介助員の身分とか、そう

いうのは、ずっとこういう長年勤めてお

られる方が多いと思うんですけれども、

この辺についてはこのままでいいのかな

と、素朴に疑問に感じてるんですけれど

も、障害のある子どもさんを地域の学校

でというのを摂津市教育委員会のこれま

での取り組みというか、やってこられた

ことだと思うんですけれども、この辺の

方の身分などの補償について、このまま

で、またずっといこうとされているのか、

今後の状況を見ながらですけれども、特

別支援教育なども含めて、どう、これか

らなっていくのかというのも同じように、

この障害児介助員をふやしながらやって

いくのか、そこら辺のところの仕組みが

少しわかっておりませんので、お聞きし

たいと思います。

　それから１２７ページ、教育相談事業

なんですけれども、前にもお聞きしてる

んですけど、スクールサポーターとか大

阪府の補助事業ということで、いろいろ

あるわけですけれども、家庭の教育機能

総合モデル拡充事業とか、こういう中で

先ほどは不登校の実数は、先ほど大路さ

んの方でおっしゃったわけですけれども、

事務報告を見たら教育相談所だと思うん

ですけども、嘱託員報酬が上がってるん

ですが、どのような人数、体制でいって

るのか、それをまずお聞きしたいのと。

　それから、この相談の中身ですけれど

も、適応指導教室パルの方は小学生は、

もちろん人数が上がってないですよね。

相談回数についても小学生はあったのか

な、実際にはこの辺の不登校になってい

る子どもさんが、こういうところに行く

という、小学生ですね、そういうのはな

いのか、それをちょっとお聞きしておき

たいと思います。

　それからもう１つ、教育相談事業の中

で、この間の読売新聞にも載ってたと思

うんですけれども小学生の校内暴力、対

教師への暴力、これが大変ふえてきてい

ると。そういう中で大阪が一番多いとい

う、こういう記事が読まれてると思いま

すけれども、出てたんですけれども、摂

津ではこういう問題について、やはりそ

ういうことが出てきているのか、現場の

先生、私は大変だと思ってるんです。そ

ういう中でこういう問題が実際、もしあ

るのかどうか。あるとしたら、どのよう

な対応をこれから考えておられるのか。

もちろん、これは先生たちと協力して、

学校の中で解決していかれる問題だとは

もちろん思ってるんですけれども、この

辺について、今、話題になっている、実

際に大阪が一番多いと言われてる中で摂

津はどうなのかということをお聞きして

おきたいと思います。

　それから、１２８ページの図書館の学

校図書のＩＴ事業、これは先ほど山崎委

員が専任司書をやっぱり置くようにとい

うことで、これはもう国の基準で難しい

ということですけれども、推進計画をさ
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れた、こういう中で本当に摂津は自然も

少ない、そういう中で読書の大切さを言

われるんであれば、もっともっと充実を

すべきやと思ってるんです。

　学校の専任司書、あるいはその資格を

持っている兼務という方も実際はおられ

ると聞いてるんですけれども、実際に学

校図書館のあき具合といいますか、開か

れた学校図書館の実態になっているのか。

　いつでも自由に使えてというふうに、

多分、かぎが閉まっているような気がし

てるんですけれども、その辺のところも

う少し、実態、いつでも子どもたちが本

を借りたり、そしてそこで調べ学習をし

たり、そういうことができるとすれば、

やはり専任というか、専任に近いような

人がいると思うんです。

　学校の保健室に先生がいるときに子ど

もたちが行きやすい、相談しやすいとい

うのと同じで、学校の図書館の大切さと

いうのは、この推進計画を出されたんで

あれば、こういうところからまず充実し

ていくということも大切だと思うんです

けれども、この辺のところ、どうなんで

しょうか。

　それから、先ほどからの質問で私も聞

こうと思ってたんですが、千里丘小学校

の蔵書数が、三宅小学校よりも少ないで

すし、ダントツ少ないで、これはそのま

ま、どういうふうに実態、これは１６年

決算ですので、その後、今はどうなって

いるのか。

　それから、学校の図書の購入費の関係

でいいますと、小学校で大体約４０万円

ですか、年間、中学校でも４６万円ぐら

いの図書購入費が上がってると思うんで

すけれども、先ほどの答弁で学級費を子

ども一人当たりの４００円でしたか、中

学校では８００円ですか、学級費の補助

をシフトされました。それで図書費がふ

えたというふうに、図書購入費がふえて

るようなことをおっしゃったわけですけ

れども、この図書購入費についても、や

はりもっと増額していく必要があるんで

はないかなと、そういうふうに思ってお

ります。

　新しいのを買うということができなけ

れば、もっといろんな工夫ができると思

うんですけれども、先ほどの市民図書館

とのオンラインもそうなんですけれども、

その辺のところをもう少しお聞きしたい

なと思いますので、よろしくお願いいた

します。

　１２９ページの在日外国人の教育推進

協議会の補助金なんですけれども、１６

年、さまざまな補助金の見直しというこ

とで出されております。そういう中で体

育振興費ですとか、わくわくスタート補

助金、これは大阪府の制度なんで廃止に

なっていきますから、あれですけど、ス

ポーツ振興事業で体育協会の補助金、こ

れは縮小ということになってるわけです

けれども、こういうところで見ると、こ

の在日外国人の推進協議会補助金、ある

いは人権教育研究会補助金助成、これに

ついてももう少し整理をする必要がある

んではないかなと、そういうふうに思う

んですけれども、やはり人権教育研究会

の助成というのは、これは別に１８０万

円あって、それ以外にさまざまな現場の

教職員の皆さんで構成しているとおっしゃっ

たわけですけれども、いろいろな、ほか

に研修事業があると思うんですけれども、

そういう中でもう少し整理ができないの

か、その辺についてはどう考えておられ

るのか。

　やはり、ずっと別個のもので、この補

助金が要るというのか。それから、その

補助金を出している以上、やっぱり決算

というか、報告をもらってはると思うん
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ですけれども、そういうところはきちん

とされているのか、お聞きしたいと思い

ます。

　在日外国人の推進協議会の補助金もそ

うなんですけれども、これも４７万５，

０００円出てるわけですけれども、先ほ

どの答弁でちょっと、よくわかりません

でした。

　例えば、鳥飼小学校の国際交流室をもっ

と活用して、ものなんかも貸し出しとか

してるようなんですけれども、ああいう

ところももっと活用するのではないかと、

そういうことと思うんですが、もう少し

この実態として、ちょっと声が大きくて、

よくわからなかったんです。大きすぎて

聞こえなかったんで、済みません。もう

少し、詳しく教えていただきたいと思い

ます。

　１３１ページの学校５日制推進事業で

すけれども、先ほどつながり事業のこと

でおっしゃって、つながり事業というの

は障害のある子どもさんとの５日制にか

かる分の事業だと思っておりまして、私

はこの学校５日制の推進事業で予算では

３１万６，０００円ですか、決算は２９

万６，０００円と、そういうふうになっ

ているわけですが、イベントの企画とい

うことになってて、５日制が始まっても

う何年もなってるわけですけれども、な

おかつこういう推進事業というのが必要

であるのか。

　報償金が２１万１，５００円出てます

けれども、これは一体どういう方に、ど

ういうふうに支払われているのか。

　イベントの企画っておっしゃいますけ

ど、例えば一中校区で言うたら、どうい

うのをされたのか。一中校区で言ってい

いのか、よくわかりませんけれども、そ

れをお聞きしておきたいと思います。

　それから、小学校や中学校のグランド

の、真砂土の件なんですけれども、これ

も大体、小学校では約１０万円、中学校

でも約１０万円ぐらいの財源になってる

と思うんですけれども、なかかなお金の

要る事業だとももちろんわかってるんで

すけれども、地区運動会などに行かせて

いただきますと、ことしは開放委員会の

人たちと一緒にたくさんの石が、ごろご

ろと、たくさん石が出てきて、整備が大

変だったということで、もともとの地盤

というか、それも出てきてるのかなと思っ

たんですけども、この辺のグランドの整

備の状況というのは、一体どういうふう

な計画を持っておられるのか。どういう

ふうにやってこられたのか。順番にやっ

ていっておられるのか。

　広いグランドですので、大変予算もか

かるわけですけれども、その点で言うと

順番にやっていかないと、だんだん減っ

てくるし、傷んでくるとは思うんですけ

れども、もちろん水はけの改善は工事を、

グランドの改修をして大変水はけは、よ

くなっていると思うんですけれども、そ

の辺のことについてお聞きしておきたい

と思います。

　それから、１３５ページの給食調理場

の補修事業で、千里丘小学校の給食室の

改善というふうになってたと思うんです

けれども、どのような契約方法で、事務

報告を見ても載っておりませんでして、

よくわかりませんので、この点について

お聞きしておきたいと思います。

　もう１つ、１３３ページの設備補修施

設補修事業、これは事務報告に載ってる

分で理解してよろしいんでしょうか。

　１３７ページの中学校の分も同様なん

ですが、少し内容についてお聞きしてお

きたいと思います。契約方法と、どのよ

うな改善をされたのか。

　１３８ページの四中のトイレの改修工
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事のことです。これは、４，４００万円

もお金をかけてトイレの改修が行われま

した。私、改善されて、すぐに見に行か

せていただいたんですけれども、大変驚

いたわけです。

　現場の先生から、いろんなご意見もお

聞きしました。何で、こんなトイレの改

修になるのかと。４，４００万円もお金

をかけて、何でこのような完成した時点

で、こんなことになってしまっているの

かと、大変唖然としたわけです。

　これは、前回、安藤委員も質問してる

と思うんですけれども、トイレの改修、

何校も手がけてこられたはずです。それ

なのに、でき上がったら透視ガラスで、

慌ててシールを張るような、そういう事

業になったということですよね。

　設計のやり方も、やはりよくないとい

うことで、男女のトイレの問題にしても、

大変不備なところがあったというふうに

私は見させていただいて、認識しました。

　それから、子どもたちが大体、トイレ

の掃除なんかもやっているんで、そうい

う点で言うと大変掃除がしにくいという

構造であったというふうに思ったんです

けれども、この辺のチェック体制、この

辺はどうなってたのか。なぜ、こんなこ

とになってしまったのか。

　もちろん業者がその責任を取って改修

するというのは当たり前だと思うんです

けれども、チェックの体制ですね。その

点についても大変残念に思っております。

この点は、何でこういうことになったの

かお聞きしておきたいと思います。

　１４０ページの幼稚園の管理運営事業

で、先ほど３園になった統合の問題が出

ました。バスの運用の面では、今でもべ

ふ幼稚園のバスの添乗される先生が、せっ

つ幼稚園の方に回るから、その間、保育

時間に影響が出ているというふうに見て

るんですけれども、この問題点がやっぱ

り今もずっと引きずっておられると、現

場がですね。そういうふうに思いますけ

れども、それと、教育委員会として幼稚

園の統廃合をした後、みやけ幼稚園の後

の活用については一体、どのように考え

ておられたのか、もう一度、お聞きして

おきたいと思います。

　１４１ページの私立保護者補助事業で

す。これについても、ずっと取り上げて

きておりますけれども、民間の他市の比

較をして摂津の保護者補助金が少ないの

ではないかと、そういうことで質問をし

ておりましたけれども、６３９人という

ことですが、これの増額の方向、先ほど

保護者就園奨励費とセットで考えている

からというふうなことがあったんですが、

それは他市、北摂７市、みんな同じなわ

けですよね。だから、セットで考え、よ

そもセットで考えてはって、なおかつ保

護者補助金が少ないというふうに認識は

してはると思うんですよ。それで改善し

ようという方向はないのか。

　私立に入れる子どもさんも３年保育、

それが当たり前になってきておりまして、

もちろん吹田市や茨木までは行かないか

な、大阪市の私立にも通わせている、そ

ういう方もたくさん出てきております。

　バスで広範囲に子どもさんを集めてお

られますんで、入園金とか、そういうの

は差がありますけれども、私も前に文教

常任委員会のときに比較をして出したこ

とがあると思いますが、この辺の増額の

方向は考えられないのか、それをお聞き

しておきたいと思います。

　１４７ページの公民館。１４８ページ

の図書購入費、ブックステーションと合

わせてお聞きしますけれども、社会教育

指導嘱託員の報酬として金額が出ており

ますが、具体的な仕事の内容、身分の保
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障はどうなっているのか、お聞きしたい

と思います。

　それから図書購入費、ブックステーョ

ンで、別府で１７５、千里丘で１４３、

鳥飼東で４１、こういうふうになってい

るわけですけれども、公民館での具体的

なブックステーションということであっ

たら、どのような一体、本が蔵書されて

いるのか、把握されておられるのか、公

民館任せにしておられるのか。

　新鳥飼公民館は、図書センターがすぐ

そばにあるので大変便利だと思うんです。

そういう点で言うと、やっぱり便利さは

違うと思うんですが、先ほども言いまし

たように市民図書館とオンラインといい

ますか、もう少し整合性を持たせてやっ

たら、別府公民館でも市民図書館に近い

と言えば近いかもしれませんけれども、

体の不自由な方がわざわざ行って借りな

くても済むと、そういうこともあると思

いますので、その辺のところをお聞きし

ておきたいと思います。

　１５４ページのスポーツ教室ですが、

トレーニングの指導者派遣の委託料、こ

ういうことで出ております。

　鳥飼体育館との比較で、どうなってい

るのか。この中身についてお聞きしてお

きたいと思います。

　それから、スポーツ振興事業、先ほど

申し上げましたように、体育協会の補助

金が出ております。補助金見直しの項目

にも、これ上がってきてるわけですけれ

ども、これについてもきちんと、これま

でも体育振興課の方にも報告が上がって

いるのか。実態、どのように把握されて

いるのか、お聞きしたいと思います。

　温水プールの管理事業については、来

年から制度を変えるということなんです

が、この運用ですけれども、高齢者の方

なんかも、よくスイムウォーキングに行っ

ておられますけれども、１時間で前は８

分、今はまだそれが余裕があるのか、ちょっ

とよくわかりませんけれども、タイムカー

ドで押されるので実質には４５分から５

０分も入ってるか入ってない感じで着替

えて、出ていかなければならないという

ことで、もう少し柔軟に余裕をもたせて

ほしいという声があるわけですけれども、

これについて今後改善をされる予定があ

るのか、お聞きしたいと思います。

　１５６ページの味生体育館の土地借り

上げ料です。これについての値下げの交

渉ができないのか。ずっと、これはこの

まま、こういう状況でいこうとされてい

るのか、これについてお聞きしたいと思

います。

　学童保育の事業ですけれども、大変少

子化と言われてる中でも学童保育の需要

は大変ふえているということで、学童保

育もことしは柳田ホームが建て替えにな

るとか、かなり頑張っていただいている

と、そういうふうには思うんですね。

　学童保育の今やってきて、来年度の申

請は、まだこれからですけれども、実態

として今後もまだプレハブのところは４

か所ぐらい残ってると思うんですけれど

も、この点についての改善、入所の子ど

もの数との関係とか、そういう点につい

て今後充実ができるのか、これまでのあ

り方と含めてお聞きしておきたいと思い

ます。

○石橋委員長　馬場教育総務部次長。

○馬場教育総務部次長　それでは、総務

課にかかわりますご質問について、順番

にお答え申し上げます。

　まず、校務員の共同研修事業の中身、

基準等でございますが、校務員の研修事

業につきましては、校務員職場の活性化

という、そういう目的から個々の校務員

の技量の向上ということ、それと校務員
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一人ではできない共同で取り組んでする、

そういった事業をやっていくということ

で学校の維持管理、美化につなげようと、

そういう目的から行っております。

　したがいまして、どういったものをす

るかということにつきましては、学校現

場を熟知しております校務員の中で作業

委員会をつくりまして、どういったもの

をやっていくかということを検討させて

おります。

　その中で優先順位のあるものからやっ

ていくというようなことでございます。

具体的には、建物内の塗装作業、廊下で

ありますとか、サッシでありますとか、

そういった塗装作業、それとモルタルの

舗装、渡り廊下の部分のモルタル舗装、

あるいはタイル張り、それと剪定、レン

ガ積み、そういったものを共同で実施す

ることによって経費も抑える中で学校の

美化に努めたいと。

　それと、個々の校務員の技能を向上さ

せまして、校務員の職場を活性すると、

そういう目的でやっておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

　それから、文書集配事業のことでござ

いますが、文書集配事業につきまして、

今現在はシルバー人材センターで委託を

いたしまして行っております。

　ただ、やはり車の運転ということでご

ざいますので、そういった車の運転に長

けてる、そういうシルバーの方にお願い

をするということで、私どもは事前にシ

ルバーの事務局にお伺いいたしまして、

例えばでございますがタクシー運転業務

の経験者、それと運送業務、すなわちト

ラックの運転経験者とか、そういった方

の中から比較的シルバーの会員さんの中

でも年齢の若い方、そういう方をお願い

いたしまして、またやはり毎日運転する

ということでは、これは大変でございま

すので、シルバーの方に２人で、１日交

代の体制で休養を十分取ってもらうよう

にということでお願いいたしまして、安

全を図ると、そういう形でやっておりま

す。

　今後におきましても、そういう、今やっ

てる２人が１日交代でやっていくという

形での体制で臨んでいきたいなと、その

ように考えております。

　それから、安全対策でございます。い

ろんな多くの方の協力でやっていく中で、

今後も見守っていっていただけるという

ことでございますので、私どももこの事

業につきましては、これからも続けてい

きたい。全国に先駆けてまして先進的に

取り組みまして、先ほども言いましたが

プロの警備員ではなくて、地域の方に見

守り活動をしていただくと、この地域で

地域の子どもを守ると、そういう理念の

もとで行っておりますので、私どもも今

後も継続的にやっていきたいという中で、

やはり研修も大事でございますので、年

に一、二度は、そういった安全の研修を

やっていきたいということでございます。

　最初、立ち上げるにしましても摂津警

察署の方にお願いいたしまして、地域安

全課長さんの方から講演いただくとか、

そういうふうなこともいたしましたので、

今後ともそういう研修を通じて安全な学

校運営に資するようにやっていきたいと

考えております。

　それから、通学区域審議会の関係で適

正配置審議会の中で答申を受けて、教育

委員会がこの間、どのように取り組んで

きたのかと、いろいろ地域の保護者の方

から不信感があるというようなことのご

指摘もいただきました。

　私どもも先ほど来の答弁でもお答えい

たしましたが、１４年５月に答申をいた

だきまして、１５年は幼稚園をやってお
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りましたが、１５年から、まず答申の内

容を説明、熟知していただくということ

で、まず答申の内容の説明。

　それから、答申の内容を説明した後、

質疑・応答、そういったこと、それと最

終的には論点整理した論点の内容、そう

いったことを順次、この間ご説明を申し

上げてまいりました。

　ただ、そういった中で私どもは誠心誠

意努力してまいったつもりでございます

が、地域の方からそういった形で一定信

頼が得られてなかったということにつき

ましては、今後の事業を進める上で反省

材料とし、やっていきたいと思います。

　それから、学校図書の購入のことでご

ざいますが、これにつきましては、予算

につきましては総務課の方で執行いたし

まして、先ほど来のご質問で申し上げま

したように、１人１，０００円をめどに

予算措置をいたしております。

　ただ、どういった本を購入するかとい

うことにつきましては、学校におまかせ

いたしておりますので、学校によりまし

ては平成１６年度も見ますと、平均単価

は、冊数につきましては学校におまかせ

している関係で、１６年度の資料を見ま

すと、例えば９００円代の平均単価の学

校もあれば、１，６００円ぐらいの平均

単価もあるということで、必ずしも冊数

が本の中身でなくて金額的には各人数に

合わせた形で出させていただいていると。

　今後の充実につきましては、一応、今

進めております適正計画の中でも図書教

育の充実ということで、蔵書の充実とい

うことを計画でうたわせていただいてお

ります。

　それから、真砂土の件でございます。

ご指摘の件は、本年度行われました摂津

小学校での体育祭の当日の状況のことだ

ろうと推察いたしますが、当日は、前日

に予期せぬ大雨があったということで、

その雨によりまして一定表土が流された

部分で小さい石が露出したということは

私どもも聞いております。

　実は、この摂津小学校につきましては、

もう既にグランド改修いたしております

ので、前日の雨にもかかわらず、一部そ

ういう表土露出がありましたが、当日は

どうこうなく事業は実施できたというこ

とで、グランド改修の効果は一定上がっ

ていると思いますが、この間、やはり表

土の流出等がございますので、その都度、

学校現場からの要求で、真砂土等の追加

投入等をして、維持に努めているところ

でございますので、よろしくお願いいた

します。

　グランド改修の計画的な実施というこ

とでございますが、これにつきましても

１つ行いますのに２，０００万円から３，

０００万円程度の費用がかかってくると

いう中で非常に今、厳しい財政状況の中

では耐震等、補助金のつく事業を優先せ

ざるを得ないという中で、なかなか計画

的に進まないということが実際でござい

ます。しかし、１２小学校、５中学校あ

る中で、グランドの状況でやっていかな

ければならない分につきましては、今後

とも予算の中で優先度をつけてやってい

きたいと考えております。

　それから、概要の１３３ページ、１３

７ページの小・中学校の施設補修事業、

それと設備補修事業のことでございます

が、これにつきましては、実は相当数、

そういう改修がございますので、ここに

表示いたしておりますのは、金額の大き

いものから代表的なものを一応、表示さ

せていただいているということでご理解

をお願いいたしたいと思います。

　例えば、小学校の設備補修事業ですが、

決算額は１，３１２万４，６３２円でご
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ざいますが、ここに書いておりますのは

そのうち一部でございまして、全体では

１９件の部分がございました。

　また、同じように小学校の施設補修事

業につきましても４，７４２万３，８３

５円の執行でございますが、これにつき

ましてもここに表示している以外にトー

タル全体で２１件の施設補修をしている

ということでございますので、よろしく

お願いしたいと思います。

　それから、ご指摘いただきました四中

のトイレの改修でのことでございます。

ご指摘いただいてる、そういう部分があっ

たということも事実でございます。

　これにつきましては、トイレ改修であ

り、夏休みの間の短期間に工事を仕上げ

なければならないと、そういう中で最終

的な仕上げの部分、主には建具部分で当

初、設計者が考えていたことと現場で施

工された内容、ガラスのご指摘をいただ

きましたが、そういうことがあったのも

事実でございます。

　ただ、そのガラスにつきましては、す

べてができ上がって、最終的な部分、最

後の工程でする部分になりますので、８

月の末になってしまったと。そういう中

で現場へ届いたものが、そういうガラス

の使用が設計者の意向と違っていたとい

うことで、私どもそのときに現場でそれ

を確認しまして、設計した業者が監督工

事もしておりますので、その監督に設計

管理の方の業務をしている方とも話し合

いをしまして、基本的にはその部分につ

いては設計業者の方が、その指示が適切

でなかったということで追加の部分につ

きましては設計会社の方が費用負担をす

るということで、８月末までには間に合

いませんでしたが、後で手直しをさせた

ということでございますので、今後、現

場管理体制につきましては、私どもも事

前に工事する場合は学校現場と打ち合わ

せいたしまして、それと業者に監督は任

せますが、その都度、現場に出向きまし

て、主要な部分については打ち合わせも

しているということがございますので、

今後、細部にわたって、そういうふうな

こともやっていきたいと考えております

ので、よろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それから、みやけ幼稚園の跡地の活用

ということでございます。みやけ幼稚園

につきましては、先ほど来申し上げてお

りますように、行革の中で統合というこ

とでございましたので、跡地につきまし

ては、普通財産に切りかえいたしまして、

市全体で活用するという中で、教育委員

会といたしましては事業が終わった翌年

度に普通財産に切りかえいたしまして、

総務防災課に引き継ぎしたと。

　総務防災課の中で市全体の活用を考え

ていただいていると、そういう形でござ

います。

○石橋委員長　大路教育総務部参事。

○大路教育総務部参事　それでは、学校

教育課にかかわることにつきまして、随

時ご答弁申し上げます。

　まず、障害児介助員の問題と、特別支

援教育のことについてお答えをさせてい

ただきます。

　決算のところにもございますように、

障害児介助員につきましては、臨時職員

等雇用事業ということで２，８９６万２，

９８９円の決算額を報告させていただい

ております。

　この事業につきましては、養護学級の

設置をされております学級で、特に重度

重複障害児等がいらっしゃる学級から、

随時配置をするということで９名の、現

在、介助員を雇用させていただいており

ます。
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　また、委員ご指摘の特別支援教育につ

きましては、先ほどもご答弁させていた

だきましたが、いわゆる養護学級ではな

く、通常の学級に在籍をするＬＤ、ＡＤ

ＨＤ、高機能自閉症等の特別な教育的な

ニーズのある児童・生徒に対する支援体

制を整備をしていくというものでござい

ますので、こういった介助員の現在の制

度と特別支援教育の仕組みについては、

現在、検討をしておるところでございま

す。

　続きまして、図書館の司書の教諭の問

題でございますが、これは読書計画等に

も司書教諭等の配置を臨んでいくという

方向で書いておりますが、現実にはなか

なか、先ほども申しましたように摂津市

単独では難しゅうございます。

　また、平成１６年度の段階で、それで

は各小中学校の図書室が随時開かれてい

るのかというご質問につきましては、例

えば若年、嘱託の職員がいらっしゃると

ころにつきましては、その方が図書を担

当していただけるような場合については、

常時開設する学校もありますが、これは

極めて少ないものと考えております。

　そこで、この図書館の専任司書でもそ

うでございますし、例えば先ほどの特別

支援の体制をどうするかということにつ

きましては、ご存じのように今回の適正

配置計画の中で全小学校には、この計画

に基づいて図書教育の補助員を配置をす

るということで、ご質問のような常時開

設は可能であるというふうに考えており

ますし、また特別支援教育については、

これはプログラム化をするというふうに

言わせていただいておりますか、そういっ

た障害のある児童・生徒並びに特別支援

を要するニーズのある児童・生徒につい

ても極めて重要な課題ですので、先ほど

の適正配置計画の中を含めて検討し、実

施できるところから実施をしていきたい

という考え方を持っております。

　３点目に、１６年度の小学校教員に対

する暴力行為といいますか、これについ

てはゼロでございます。摂津市内におき

ましては、小学校教師に対する児童の方

からの暴力行為はゼロという報告をさせ

ていただいております。

　続きまして、４点目に学校週５日制推

進事業でございますが、これは先ほども

申しましたが、実は名前が５日制推進と

いうことで、その事業対象が広く、児童

なり、生徒、また地域の皆さんというよ

うな意味合いを取られる内容であります

ので、実は平成１７年度からは、これを

土曜つながり推進事業と名称を変更させ

ていただきまして、先ほど申しましたよ

うに、この事業につきましては障害のあ

る児童・生徒を対象とした事業。

　特に地域に住む子どもたち同士の交流

を図るという内容でございますので、そ

ういった意味で引き続き、私どもとして

は回数的には極めて少なくなりましたが、

土曜つながりの障害を持つお子さんと、

地域の中での交流の場というふうに考え

ております。

　１６年度につきましては、５回実施を

しまして、具体的な活動内容は入学お祝

いの会を催す取り組み、２回目はフルー

ツポンチを一緒につくる取り組み、３回

目はミニ運動会をする取り組み、４回目

はがクリスマス会、そして最後が卒業の

お祝い会ということで、指導員の方に来

ていただきまして実施をしております。

　ですから、この推進事業費は指導員の

方にお支払いする報償金となっておりま

す。

　続きまして、在日外国人推進協議会に

かかわりまして、先ほどちょっと私の説

明が不十分で申しわけございませんが、
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鳥飼小学校の国際交流室というのは、も

ちろん在日外国人教育の推進の場所、も

う少し言わせていただきますと、いわゆ

る民俗こども会という形での実施をする

場所であるとともに、学校の方にお聞き

しますと、在日韓国朝鮮の文化だけでは

なく、広くタイの服であるとか、フィリ

ピンの服であるとか、楽器であるとかい

うようなことも展示をすることによって

国際理解、先ほども申しましたが、より

広い概念としての教育を推進する拠点と

して、利用をされているというふうに聞

いておりますので、ご理解をお願いした

いと思っております。

○石橋委員長　西村人権教育室長。

○西村人権教育室長　人権教育研究会の

決算にかかわってと、整理をすべきでは

ないかというふうなご質問に対してご答

弁申し上げます。

　まず、決算にかかわりましては、補助

金を出しているという関係で研究会の中

に会計、及び会計監査も置いていただき、

適切に予算が執行されているかどうかと

いうことで報告も含めていただいている

ところでございまして、平成１６年度も

適切に予算が執行されているということ

の確認の上で１７年度の申請を受け付け

たということでございます。

　また、ちょっと整理ということにかか

わっては、常によりよきものとして見直

し改善を図るということは当然のことで

あろうというふうに思っておりますので、

常にそういう、より効果的なあり方とい

うことで検討してまいりたいと思ってお

ります。

○石橋委員長　田川生涯学習課参事。

○田川生涯学習課参事　公民館費にかか

わりまして、公民館の社会教育指導嘱託

員の件と、それとブックステーションの

件についてのご質問でございますけれど

も、まず公民館の嘱託員、社会教育指導

嘱託員につきましては、安威川公民館以

外の５館に各２名ずつ配置されておりま

して、一応、身分としては非常勤特別職

ということになっております。

　一応、公民館嘱託員の業務といたしま

しては、平成１２年から配置してるんで

すが、それ以前の職員にかかわる業務を

やっていただくということで、公民館の

講座にかかわる企画、立案、それから公

民館施設の使用許可申請の受付、使用料

の徴収、それと公民館施設、あるいは備

品等の維持管理、それと公民館まつり等

の実施、それから館長会、職員同士のミー

ティングへの会議の出席等をお願いして

おります。

　それから、ブックステーションの件な

んですが、ブックステーションにつきま

しては、事務報告書の３２３ページにも

ありますとおり、別府公民館、千里丘公

民館、鳥飼東公民館でブックステーショ

ン、本を配置しておりますけれども、そ

の蔵書の内容ですけれども、一応、別府

公民館につきましては、児童書が７３１

冊、一般書が２１４冊、合計９４５札を

配置しております。

　それから、千里丘公民館につきまして

は、児童書が３７１冊、一般書が２７６

冊の合計６４７冊。

　鳥飼東公民館につきましては、児童書

が２４９冊、一般書が２４５冊、合計で

４９４冊になっております。

　この公民館のブックステーションにつ

きましては、新鳥飼公民館図書室の本を

各公民館に運搬して、配置してブックス

テーションを実施しております。

○石橋委員長　石田教育総務部参事。

○石田教育総務部参事　適応指導教室パ

ルについてのご説明をいたします。

　入室状況ですけれども、５月現在では
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中学校１年生はゼロ、中学校２年生１人、

中学校３年生５名の計６人で、３月３１

日になりますと全部合わせて、中学校１

年生が７名、２年生はゼロ、３年生が６

名の１３名ということで、人数はふえて

おりますけれども、おっしゃったように

小学生の入室はゼロです。

　担当するものは、府の職員の教員が１

名と、指導嘱託員３名、府が２名で市が

１名の嘱託員と、それから心理担当の１

人が担当をしております。

　学習は、火曜日、水曜日、金曜日とい

うように、国語・数学・英語をローテー

ションで回しております。

　大学生等を採用して、さわやかフレン

ドという名称にしてるんですけれども、

適応指導教室パルにも通室できないとい

う、家の方に閉じこもっている方に家庭

派遣というのをフレンドさんを通して１

０２回実施しております。この中には、

教員も数が入っております。

　学校には来てるけれども、いろいろ課

題を持ってるという生徒、小学生も居ま

すので、そこに３７回ほどフレンドを派

遣しております。

　それで、課題としてはパルの方に通室

している、今現在は中学生だけなんです

けども、なかなか地元の中学校に復帰す

るということができない状態にあります。

　２点目は、一応、学習指導はしており

ますけれども、学力の向上といいますか、

そういうことについては、やっぱりなか

なか難しいことになっております。

○石橋委員長　奥田生涯学習部長。

○奥田生涯学習部長　体育振興にかかわ

りますご質問にご答弁申し上げます。

　まず、味生体育館のトレーニング指導

者派遣業務でございますが、味生体育館

では月曜から土曜日まで６駒、３時間ず

つトレーナーを派遣しております。

　トレーナーには、ストレッチから始ま

り、持久力系、そして筋肉トレーニング

に移っていただきまして、最後はストレッ

チで終わるという指導を行っております。

　鳥飼体育館につきましては、トレーニ

ングルームが味生体育館の半分と狭く、

ストレッチの仕方等を指導するスペース

のないのが実情でございます。

　次に、体協補助金の見直しでございま

すが、実は平成１６年度までは体協の補

助金の中に味生体育館に体協の事務局が

ございまして、そこに週４日、アルバイ

トの方が勤めておられました。これを平

成１７年度からなくして、事務局をなく

して体協の方で分担して事務をお願いす

るようになったところでございます。

　したがいまして、そのアルバイト賃金

の分がなくなったことによるものでござ

います。

　次に、温水プールのご質問でございま

すが、先ほどもご答弁申し上げましたよ

うに、平成１８年４月から１時間を超え

る利用については３０分単位とする改正

を行わさせていただいたところでござい

ます。

　今後については、利用者であります市

民ニーズを十分踏まえて運用いたしてま

いりたいと考えております。

　次に、味生体育館の土地借り上げ料で

ございますが、味生体育館の土地の賃貸

借契約につきまして、その基礎となるの

が平成３年の１平米当たりの固定資産評

価の路線価格でございました。当時は４

万１，７００円でありまして、平成１７

年の同評価額は約１１万６，０００円と

上がっているところでございまして、今

の路線価でいくと、賃料は上がるところ

現状維持でお願いしているところでござ

います。

○石橋委員長　田橋学務課長。
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○田橋学務課長　そうしましたら、小学

校給食調理場の改修事業ということで、

この事業は千里丘小学校の給食室を衛生

管理基準の強化いうことで、今までウエッ

トのところから全面改修でドライの方法

に変えたということで、これにつきまし

ての契約については、指名競争入札で、

１０社の入札で契約しております。

　それで、全面改修でありますので、こ

の３，１８１万８，０００円、これには

今までのウエットからドライ方式の水槽

器具等もすべて入ってる分でございます。

　次に、私立幼稚園の保護者補助金、こ

の補助金につきましては、先ほども答弁

させていただいたように、幼稚園の就園

奨励費とセットということで考えていま

す。

　その中で、やはり所得階層でこれの分

の補助金は出させていただいております。

　その中で４００万円から５００万円の

世帯が摂津市では一番、所得階層の幼稚

園に通うておられる世帯が多い階層にな

るんですけども、この階層のランクとい

いますか、所得のランクの補助金のラン

クの点から見ましたら、北摂の中で摂津

市は４番目にランクされております。

　ですので、中間地点ぐらいの位置にい

るんですけども、先ほどの３歳児保育に

対して、どう考えているのかというご質

問があったんですけども、３歳児につい

ては、今、どこの私立幼稚園でも３歳児

保育、または２歳児からしている幼稚園

もございます。

　３歳児保育ということについては、公

立幼稚園は財政面から見ましたら３歳児

保育はできませんので、私立の幼稚園に

ついての制度拡大というようなことは十

分認識しております。

　その辺で、今後この制度の見直しを検

討していきたいと考えております。

　それと、幼稚園バスの運用の件なんで

すけども、べふ幼稚園のバスに先生が乗っ

ているということで、以前はバスの運用

についてはバス添乗員ということで、登

園のときと帰るときということで別途契

約してたんですけども、今、配置してい

ますのは臨時教諭をバスの添乗員として

配置しています。

　したがって、園にはそれぞれの担任の

先生、園長、主任が園の方にはいてます

ので、このバスについて臨時職員がつい

ていってということで、保育に対しての

影響は、余り影響はないということで考

えております。

　以上で学務課の方の答弁は終わらせて

いただきます。

○石橋委員長　木下生涯学習課長。

○木下生涯学習課長　それでは、学童保

育室の需要の増加に伴う対応についての

ご質問に対しまして答弁申し上げます。

　確かに、学童保育室の入室希望者は年々

増加しております。施設面では従前から

プレハブの保育室から校舎内に移転を進

めてまいりましたが、結果、現在、プレ

ハブの保育室は５か所となっております。

　しかしながら、学校内での余裕教室に

つきましては、近年、小人数学級の実施

等によりまして、余裕教室も年々少なく

なってきているのが現状でございますの

で、今後は学校及び財政当局と相談しな

がら入室希望の増加とか、施設の老朽化

に対応する方策の１つとして余裕教室の

活用、もしくはプレハブの増設等を計画

しております。

　先ほど、公民館の社会教育指導嘱託員

の答弁、田川参事の方からさせていただ

きましたが、安威川公民館以外の５館で

指導嘱託員２名ずという答弁を申し上げ

ましたが、それに加えまして新鳥飼公民

館の図書室に２名、配置しておりますの

－ 48 －



で、追加の説明とさせていただきます。

○石橋委員長　田橋学務課長。

○田橋学務課長　ちょっと１つ、答弁漏

れがありましたので、給食関係の修繕費

についての契約方法は、どうしておられ

るかということで質問があったと思うん

ですけれども、給食業務といいますのは、

継続して行っていくものでありますので、

緊急的な修繕といいますか、給食の業務

の間は、ちょっと給食室の方に入れませ

んので、３時から次の日までに直すとい

う緊急的な分については、すべて特命で

修繕をしております。

　その特命というのは、やはりすぐ動け

るということで、ほとんど特命について

は市内業者で発注をしています。

　機械等、計画的な改修については見積

り合わせ、金額等によって入札というこ

ともありますけども、ほとんど１０万円

から２０万円ぐらいの分については見積

り合わせということで契約しております。

○石橋委員長　田川生涯学習課参事。

○田川生涯学習課参事　先ほど１点、答

弁漏れがありましたので、答弁させてい

ただきます。

　市民図書館と公民館の図書のオンライ

ンによる接続はできないのかというご質

問でございましたけれども、現在、公民

館の図書につきましては、手書きによる

図書カードでの貸し出しを行っておりま

して、今のところオンライン化して市民

図書館と接続するという予定はございま

せん。

○石橋委員長　暫時休憩します。

（午後２時５７分　休憩）

（午後３時３０分　再開）

○石橋委員長　再開いたします。

　川口委員。

○川口委員　校務員の共同研修事業です

けれども、具体的には基準というか、作

業の基準はないけれどもということなん

ですけれども、私の心配しておりますの

は危険な作業、そういうところまで、例

えば屋根には上らないとか、体育館の屋

根には上らないとか、そういうような一

定基準というのを持つべきじゃないかな。

これもできるわとかいうようなことでや

られて、もし大きな事故に遭ったりした

ら大変だなというのをちょっと感じたこ

とがありまして、その辺については、よ

く作業部会、校務員の皆さんとも連絡し

ていただいて、安全を第一にやっていた

だきたいと思いますので、要望しておき

たいと思います。

　文書集配業務の関係と千里丘公民館で

の市民図書館の本の貸し出しの件なんで

すけれども、その関係はどうなるのか、

それをお聞きしたいと思います。

　文書集配業務の方が、多分、私は本を

運ばれるというふうに思ってるんですけ

れども、借りるときの電話で、例えば電

話で借りたいと市民図書館に要望を出さ

れて、もう少し具体的にどういうふうに

なっていくのか。まだ、これから検討す

ることなんで、あれなんですけれども、

２人の体制で１日交代でやってもらって

るということで、集配業務は私、１日お

きというふうに思ってたんですけれども、

この辺の関係等、お話していただけたら

と思います。

　小・中学校の通学区域審議会、この問

題ですけれども、先ほど山崎委員が言っ

たように、子どものいろいろな問題、通

学路の安全対策の問題など、審議会の答

申どおりにこの中身が動くとか、そうい

うことではなくて、それと別に子どもた

ちのこういう問題を話し合うような場が

必要ではないかということで、審議会と

いうのは諮問に応じて答申を出すところ

と、先ほどもおっしゃったんですけれど
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も、こういうことについても話し合うと

ころというのは、そしたらほかにあるの

か、疑問に感じるんですね。

　必ず諮問をしなければ、この審議会は

開いたらだめなのか、その辺のところ、

この２年間というのが幼稚園の統廃合問

題もありましたけれども、子どもたちの

さまざまな問題について議会では、こう

いう文教常任委員会があるわけですけれ

ども、地域の皆さんと話し合うというか、

子どもさんの見守りの問題について、こ

ういうのがあるということで、やっぱり

開いていくべきではなかったかなと、そ

ういうふうに思うんです。

　今後もこの間は誠心誠意やってきたつ

もりで、今後も努力をしていきたいとい

うふうなことだったわけですけれども、

先ほども川端委員が言われたように、物

すごい不信が広がってるわけで、この審

議会の中身について、やはり住民合意が

取られないということであれば、適正配

置審議会の答申については、また話し合

いをもう１回していくと、そういうこと

だって選択肢にはあるわけです。

　これだけ説明会を誠心誠意この間やっ

てきても理解が得られないということが

あるわけですから、再度審議会を開く、

そういうことだって、あっていいはずで

す。

　この間の答申が、それが最大のもので

あるというふうなことではなくて、有効

利用検討会議のまとめのところでは、住

民の声としての統廃合、校区変更でなけ

ればならないと、こういうことがやっぱ

りうたわれているわけでして、こういう

点でも十分住民合意、それから住民の皆

さんとの誠心誠意事務局はやってきたけ

れども、結論は変えないし、その説明を

行ってきたということで聞いてますので、

住民のいろんなご理解は、まだまだ得ら

れてないということだと思うんです。

　今後、住民の声をしっかり聞いて、も

う一度、審議会を開いて、やり直すとい

うこともありだと思うんですね。

　保育所の統廃合のときは、高齢者の施

設を建てかえるという答申を出している

にもかかわらず、またそれは保育懇開い

て、統廃合を進めた、そういう経過もこ

れまでもあります。

　だから、この適正配置審議会が有効利

用検討会議から審議会をまた１４年５月

答申を出してということでおっしゃって

おられますけれども、こんなに教育委員

会事務局に、教育委員会に対して不信を

生んでいるというこういう状況もあるわ

けですから、これについては、やはり審

議をやり直すといいますか、審議会をこ

ういう意味でも開く必要があると、そう

いうふうに思いますけれども、その点に

ついて考え方をもう一度、確認をしてお

きたいと思います。

　住民の、市民の皆さんとの住民の声と

しての統廃合や、通学路の変更でなけれ

ばならぬとした有効利用検討会議のまと

めもあるわけです。

　それをもとに審議会の答申を出したと

おっしゃれば、そうかもしれませんけれ

ども、この２年近く通学区域審議会を開

かずに誠心誠意説明をやってきたと先ほ

ど馬場さんおっしゃったんですけれども、

そういう中で現状がこうなってるわけで

すから、その辺について、やはり考え方

を、やり方を検討しなければならないと、

そういうふうに思うんですよね。その辺

のことについてお答えいただきたいと思

います。

○石橋委員長　渡辺副委員長。

○渡辺副委員長　副委員長として言わせ

てもらいますが、どうもその辺、議論が

かみ合うてないんです。
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　１６年度の決算ということでやってる

んで、そういう点の１６年度の流れを説

明されておるんであって、住民合意のど

うこうというのは、その辺がかみ合うて

ないんで、その辺ちょっと整理してくだ

さい。

○石橋委員長　その点を留意して質問を

続けてください。川口委員。

○川口委員　整理してるつもりなんで、

ちょっと認識が違うと思います。

　障害児介助員賃金の問題ですけれども、

全体で９名ということなんで、なかなか

本当に厳しいなと思います。

　少人数授業を一方でやりながら、やっ

ぱりＬＤとかＡＤＨＤの、こういう子ど

もさんたちの対応とか、いろんなのが出

てきてるわけて、先ほども申し上げまし

たように対教師への小学校にまで低学年

化しているという暴力の問題とか、そう

いう対応もあると思うんです。

　先ほど、弱特、早期定年された方の嘱

託といいますか、そういうので補ってい

るということもお聞きしておりますけれ

ども、この障害の子どもさんたちや、い

ろいろな問題を抱えている子どもさんへ

の対応、また現場、先生たちと十分努力

をしていただいて、そして障害児介助員

の人数というのは、ずっと９人のままな

んで、やはりこういうのもいろいろなス

クールサポーターとか、制度を利用して、

工夫もしておられると思うんですけれど

も、やはりこれについては改善をしてい

く必要があるんではないかなと思います

ので、要望しておきたいと思います。

　教育相談事業、いろいろな形でやって

おられるわけですけれども、これについ

ても先ほどと同じように不登校だけでな

くて、いろいろな問題が現場ではあると

思います。目に見える形で、数として不

登校というのが減っているということは

喜ばしいことだと思いますし、本当に行

きたくてたまらない学校づくりを努力し

てるわけで、そこら辺でいいますと、引

き続きいろいろ連携をしていただいて、

子育て支援ネットワークといいますか、

そういう中でイニシアティブを発揮して

いただきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。

　学校図書のＩＴ化に関連して、専任司

書の問題ですけれども、先ほど大路さん

の方で、今、適正配置してて、この中で

特別支援も含めて図書教育の補助員を適

正配置しなければできないような言い方

をされたわけですけれども、この適正配

置がなかったとしても、このことは出て

くる話で、やっぱり読書活動推進計画か

ら見ても、これについては本来は専任司

書の配置、２校を掛け持ちでやるという

ようなこともあると思いますし、新聞に

も載っておりましたけれども、市民図書

館でも館長なんかも司書の資格を持って

いる人が館長に座るということで、すご

く市民の本の貸し出しもふえたと、そう

いうことも数字で出ていると新聞で報道

されておりました。

　学校現場でも、やはり工夫していただ

いて、できるだけ子どもたちに開かれた

学校図書館であってほしいなと、そうい

うふうに思うんですね。

　少し見させていただいたら、例えば四

中の図書室なんかは、ＰＴＡの皆さんが

すごく工夫されて、ちょっとほっとでき

るスペースというか、花を置いてもらっ

たりとか、すごい素敵な感じになっていっ

たりしてるんですね。その辺はＰＴＡの

皆さんや学校現場の皆さんも工夫される

と思うんですけれども、ぜひ開かれた学

校図書館づくりにやれるところから、ぜ

ひやっていただきたいと思いますので、

要望しておきます。
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　わかったことは、もう質問はしないで、

そのままいきます。

　在日外国人教育推進協議会のこの補助

金があるわけですけれども、国際理解の

拠点として鳥飼小学校の国際交流室があ

るということなんですけれども。事務局

は一体どこにあるんでしょうか、これ。

これは、これだけお聞きしたいと思いま

す。

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます。

はないんじゃないかと。の安全の問題は

学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題があ

れば、その都度、どういう解決の方法が

あるかという解決を図っていくというの

が現実の運用になっておりますから、そ

ういうふうにご理解を願いたいというふ

うに思います。けれども

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと１

５年間で返済をしてもらうという長期的

な計画を奨学生の方からいただきます。

はないんじゃないかと。の安全の問題は学

校とＰＴＡ、教育委員会とで問題があれ

ば、その都度、どういう解決の方法があ

るかという解決を図っていくというのが

現実の運用になっておりますから、そう

いうふうにご理解を願いたいというふ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からい

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

うふうに思います。けれども、市民図書

館でも館長なんかも司書の資格を持って

いる人が館長に座るということで、すご
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く市民の本の貸し出しもふえたと、そう

いうことも数字で出て

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法が

あるかという解決を図っていくというの

が現実の運用になっておりますから、そ

ういうふうにご理解を願いたいというふ

うに思います。けれども、市民図書館で

も館長なんかも司書の資格を持っている

人が館長に座るということで、すごく市

民の本の貸し

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくというの

が現実の運用になっておりますから、そ

ういうふうにご理解を願いたいというふ

うに思います。けれども、市民図書館でも

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうとい

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただき

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという
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のが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。けれども、市民図書館

でも館長なんかも司書の資格を持ってい

る人が館長に座るということで、すごく

市民

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくと

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもら

　続きまして、奨学資金の収入未済額

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただき

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

うふうに思います。けれども、市民図書

館でも館長なんかも司書の資格を持って

いる人が館長に座るということで、すご

く市民の本の貸し出しもふ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。けれども、市民図書館

でも館長なんかも司書の資格を持ってい

る人が館長に座るということで、すごく

市民の本の貸し出しもふえたと、そうい

うことも数字で出ていると新聞で報道さ

れておりました。。ております。、現場

管理体制につきましては、私どもも事前

に工事する場合は学校現場と打ち合わせ

いたしまして、それと業者に監督は任せ

ますが、その都度、現場に出向きまして

、主要な部分について

　続きまして、奨学資金の収入未済額

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１

　続きまして、奨学資金の収入未済額の
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内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用にな

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。けれども、市民図書館

でも館長

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

うふうに思います。けれども、市民図書

館でも館長なんかも司書の資格を持ってい

る人が館長に座るということで、すごく

市民の本の貸し出しもふえたと、そうい

うことも数字で出ていると新聞で報道さ

れておりました。。ております。、現場

管理体

　それから、みやけ幼稚園の跡地を保育

所の建て替えのために提供してることに

ついて、事前にどうだったかということ

でございますが、これにつきましては、

みやけ幼稚園を統合した後、直ちに普通

財産に切りかえまして、総務防災課へ移

管いたしましたので、そのことについて

は私どもは関与いたしておりません。

　続きまして、奨学資金の収入

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法がある

　続きまして、奨学資金の収入未済額の内

訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返

　続きまして、奨学資金の収入未済額

　続きまして、奨学資金

　続きまして、奨学資金

　続きまして、奨学資金の収入未

　続きまして、奨

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま
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しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５

　続きまして、奨学資金の収入未済

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校

　続きまして、奨学資金の収入未済額

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくとい

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんで

　続きまして、奨学資金の収入未済

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学

　ですので、学校の適切な通学区域とい

うものを学校教育の観点から恐らくきち

んと議論をして定めていくものと思いま

すので、通学路の安全ということになり

ますと、基本的な通学路そのものが学校

長が基本的には定めて、そこの安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法が

あるかという解決を図っていくという

　続きまして、奨学資金の

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問題

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計

　続きまして、奨学資金の収入未済額の
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内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題は

学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題があれ

ば、その都度、どういう解決の方法があ

るかという解決を図っていくというのが

現実の

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題は

学校と

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。けれども、市民図書館

でも館長なんかも司書の資格を持ってい

る人が館長に座るということで、すごく

市民の本の貸し出しもふえたと、そうい

うことも数字で出ていると新聞で報道さ

れておりました。。ております。、現場

管理体制につきましては、私どもも事前

に工事する場合は学校現場と打ち合わせ

いたしまして、それと業者に監督は任せ

ますが、その都度、

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

うふうに思います。けれども、市民図書

館でも館長なんかも司書の資格を持って

いる人が館長に座るということで、すご

く市民の本の貸し出しもふえたと、そう

いうことも数字で出ていると新聞で報道

されておりました。。ております。、現

場管理体制につきましては、私どもも事

前に工事する場合は学校現場と打ち合わ

せいたしまして、それと業者に監督は任
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せますが、その都度、現場に出向きまし

て、主要な部分については打ち合わせもし

ているということがございますので、今

後、細部にわたって、そういうふうなこ

ともやっていきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたしたいと思い

　続きまして

　続きまして、奨学資金の

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんです

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金に

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

うふうに思います。けれども、市民図書

館でも館長なんかも司書の資格を持って

いる人が館長に座るということで、すご

く市民の本の貸し出し

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいとい

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかと

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。けれども、市民

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます
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。はないんじゃないかと。の

　続きまして、奨学資金の収入未済額の内

訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用になっておりますから

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。けれども、市民図書館

でも館長なんかも司書の資格を持ってい

る人が館長に座るということで、すごく

市民の本の貸し出しもふえたと

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

うふうに思いま

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

うふうに思います。けれども、市民

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方か
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　というのは、支払いが後になっていき

ますんで、そういう面からいくと、この

庁内でお昼には節電もやってるというよ

うなことから考えると、この辺のところ、

わざわざ高い単価でガソリンを入れる必

要はないんじゃないかと。

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度

　続きまして、奨学資金の収入未済額

　続きまして、奨学資金の収入未済

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はない

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済を

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方法
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があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。けれども、市民図書館

でも館長なんかも司書の資格を持ってい

る人が館長に座るというこ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校

　続きまして、奨学資金の収入未済

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長期

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

うふうに

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済を

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か

　続きまして、奨学資金の収入未済額

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという
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のが現実の運用になっておりますから、そ

ういうふうにご理解を願いたいというふ

うに思

　続きまして、奨学資金の収入

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。けれども、市民図書館

でも館長なんかも司書の資格を持っている

人が館長に座るということで、す

　続きまして、奨学資金の収入未済額の内

訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方か

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法が

あるかという解決を図っていくというの

が現実の運用になっておりますから、そ

ういうふうにご理解を願

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます。
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はないんじゃ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で

　続きまして、奨学資金の

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳な

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

うふうに思います。けれども、市民図書

館でも館長なんかも司書の資格を持って

いる人が館長に座るということで、すご

く市民の本の貸し出しもふえたと、そう

いうことも数字で出ていると新聞で報道

されておりました。。ております。、現

場管理体制につきましては、私どもも事

前に工事する場合は学校現場と打ち合わせ

いたしまして、それと業者に監督は任せ

ますが、その都度、現場に出向きまして

、主要な部分については打ち合わせもし

ているというこ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の内

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法が

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりま

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問
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題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度

　続きまして、奨学資金の収入未済額の内

訳なんですけども、奨学資金につきまして

は、高校を卒業して６か月たったあと１

５年間で返済をしてもらうという長期的

な計画を奨学生の方からいただきます。

はないんじゃないかと。の安全の問題は

学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題があ

れば、

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題は

学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題があ

れば、その都度、どういう解決の方法が

あるかという解決を図っていくというの

が現実の運用になっておりますから、そ

ういうふうにご理解を願いたいというふ

うに思います。けれども、市民図書館で

も館長なんかも

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方か

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はない

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

うふうに思います。けれども、市

　続きまして、奨学資金の収入未済額の
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内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっており

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

　続きまして、奨学資金の収入未済

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たっ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

して

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年

　続きまして、奨学資金の収入未済額の内

訳なんですけども、奨学資金につきまして

は、高校を卒業して６か月たったあと１

５年間で返済をしてもらうという長期的

な計画を奨学生の方からいただきます。

はないんじゃないかと。の安全の問題は

学校とＰＴＡ、教育委員会

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきます

。はないんじゃないかと。の安全の問題

は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、そ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方から

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長
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期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

うふうに思います

　続きまして、奨学資金の収入未済額?

� �ﾌ内磨@ﾈａ@
�

�
� � �ｷ梶@

ﾜす? B?

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問題

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方

法があるかとい

　続きまして、奨学資金の収入未済

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からい

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきまし

ては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題が

あれば、その都度、どういう解決の方法

があるかという解決を図っていくという

のが現実の運用になっておりますから、

そういうふうにご理解を願いたいという

ふうに思います。けれども、

　続きまして、奨学資金の収入

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、その都度、どういう解決の方
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法があるかという解決を図っていくとい

うのが現実の運用になっておりますから

、そういうふうにご理解を願いたいとい

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと
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　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をしてもらうという長

期的な計画を奨学生の方からいただきま

す。はないんじゃないかと。の安全の問

題は学校とＰＴＡ、教育委員会とで問題

があれば、そ

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあと

１５年間で返済をしてもらうという長期

的な計画を奨学生の方

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につきま

しては、高校を卒業して６か月たったあ

と１５年間で返済をして

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんですけども、奨学資金につき

　続きまして、奨学

　続きまして、奨学資金の収入未済額の

内訳なんです

　続きまして、奨学資金の収入未済額

　続きまして、奨学資金の収入未済額
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